
令和 8 年度 

参 考 図 書

事 業 名： 【河川】緊急自然災害防止対策事業 

工 事 場 所： 竹原市 東野町  

工 事 名： 東野地区浸水対策事業 圧送管渠等整備工事（2工区）

建設リサイクル法 12 条 13 条 有 

【添付書類】 
□総括情報表 
□本工事費内訳表 

□数量計算書 
□参考図 等 

















































































































































00_圧送管工事　数量総括表【下水】

レベル3（種別） レベル4（細別） レベル5（規格） 単位 合計 設計数量
02_DCIP
φ500布
設工

03_FRPM
φ600mm
布設工

07_DCIP
φ500管
材料

09_組立2
号MH

11_舗装復
旧工・区
画線工

14_薬液注
入工

内訳数量表　別紙

管路土工

管路掘削 BH 山積0.28ｍ3 機械掘削工 ｍ3 340.2 340 305.1 35.1

管路埋戻 砕石（RC-40） 機械投入埋戻工 砕石　BH 山積0.28ｍ3 ｍ3 10.2 10 10.2

発生土 機械投入埋戻工 発生土　BH 山積0.28ｍ3 ｍ3 193.7 190 175.7 18.0

購入土 機械投入埋戻工 再生土　BH 山積0.28ｍ3 ｍ3 78.7 80 78.7

再生土購入（ほぐし） ｍ3 104.7 100 104.7

再生土運搬（地山） ｍ3 87.4 90 87.4

発生土処理 現場→仮置場 運搬 掘削土（地山） m3 344.4 340 309.1 35.3

埋戻土運搬 仮置場→現場 積込（ルーズ） 埋戻土（地山） m3 300.7 300 282.7 18.0

運搬 埋戻土（地山） m3 300.7 300 282.7 18.0

発生土処理 仮置場→処分場 積込（ルーズ） 処分土（地山） m3 129.2 130 113.9 15.3

運搬・処分 処分土（地山） m3 129.2 130 113.9 15.3

管布設工

強化プラスチック複合管 管布設 m 12.8 13 12.8

03_FRPMφ600mm布設工 材料 式 1.0 1 1.0

鋳鉄管 管吊り込み据付 呼径500 m 115.6 116 115.6

伸縮可とう管設置工 呼径500　FxF 基 1.0 1 1.0

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ工 呼径500 m 115.6 116 115.6

ダクタイル鋳鉄管NS形継輪 呼径500 個 2.0 2 2.0

鋳鉄管布設工材料（購入済）　07_DCIPφ500管材料 式 1.0 1 1.0

鉄屑(ヘビーH1) t -0.45 -0.45 -0.45

継手類 フランジ継手工 呼径500 箇所 2.0 2 2.0

NS形継手工 呼径500 箇所 26.0 26 26.0

NS形継手工 呼径500　ライナ使用 箇所 5.0 5 5.0

鋳鉄管切断・溝切り加工 呼径500 箇所 8.0 8 8.0

溝切り加工 呼径500（代用コード） 箇所 2.0 2 2.0

NS形継手挿口加工 呼径500 箇所 9.0 9 9.0

挿口リング 呼径500　リベット式 個 2.0 2 2.0

継手工材料（購入済）　07_DCIPφ500管材料 式 1.0 1 1.0

数　量　区　分
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00_圧送管工事　数量総括表【下水】

レベル3（種別） レベル4（細別） レベル5（規格） 単位 合計 設計数量
02_DCIP
φ500布
設工

03_FRPM
φ600mm
布設工

07_DCIP
φ500管
材料

09_組立2
号MH

11_舗装復
旧工・区
画線工

14_薬液注
入工

内訳数量表　別紙数　量　区　分

埋設標識テープ・シート 管明示テープ工 呼径500　 ｍ 347.0 347 347.0

管明示シート工 ｍ 116.0 116 116.0

表示テープ 幅3㎝　20ｍ/巻 巻 18.0 18 18.0

埋設シート 50ｍ/巻 巻 3.0 3 3.0

管路土留工

軽量鋼矢板土留 Ⅱ型　矢板長2.00ｍ 建込工 ｍ 13.4 13 6.6 6.9

引抜工 ｍ 13.4 13 6.6 6.9

Ⅱ型　矢板長2.50ｍ 建込工 ｍ 116.2 116 109.4 6.8

引抜工 ｍ 116.2 116 109.4 6.8

土留支保工 軽量金属支保工 1段 設置 ｍ 14.0 14 7.2 6.9

撤去 ｍ 14.0 14 7.2 6.9

軽量金属支保工 2段 設置 ｍ 115.6 116 108.8 6.8

撤去 ｍ 115.6 116 108.8 6.8

賃料 02_DCIPφ500布設工 式 1.0 1 1.0

03_FRPMφ600mm布設工 式 1.0 1 1.0

補助地盤改良工

薬液注入工 二重管ストレーナ複相方式 (2セット) 本 348.0 348 348.0

注入設備据付・解体 現場 1.0 1 1.0

注入設備移設 回 1.0 1 1.0

開削水替工

開削水替 作業時排水 ポンプ運転工 日 12.0 12 10.0 2.0

据付・撤去工 現場 1.0 1 1.0

組立マンホール工

組立2号MH 09_組立2号MH 箇所 1.0 1 1.0
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00_圧送管工事　数量総括表【下水】

レベル3（種別） レベル4（細別） レベル5（規格） 単位 合計 設計数量
02_DCIP
φ500布
設工

03_FRPM
φ600mm
布設工

07_DCIP
φ500管
材料

09_組立2
号MH

11_舗装復
旧工・区
画線工

14_薬液注
入工

内訳数量表　別紙数　量　区　分

舗装撤去工

舗装版切断 As（t=～15cm） 舗装版切断 m 106.0 110 106.0

舗装版破砕 As（t=～15cm） 舗装版破砕 m2 969.5 970 969.5

殻運搬 As 舗装版破砕 m3 43.3 43 43.3

殻処分 t 101.8 102 101.8

舗装本復旧工

掘削 m3 18.5 20 18.5

不陸整正 補足材なし m2 682.3 682 682.3

下層路盤工 車道 RC-40 10cm m2 63.8 64 63.8

上層路盤工 車道 RM-30 10cm m2 63.8 64 63.8

表層工 W=3.0m～ t=50mm m2 746.1 746 746.1

発生土処理 現場→処分場 運搬 処分土（地山） m3 12.8 10 12.8

処分 処分土（地山） m3 12.8 10 12.8

舗装復旧工

下層路盤工 歩道部コードを代用 RC-40 10cm m2 199.5 200 199.5

上層路盤工 歩道部コードを代用 RM-30 12cm m2 199.5 200 199.5

表層工 W=～1.4m t=30mm m2 199.5 200 199.5

薄層カラー舗装工

薄層カラー舗装 RPN-301 m2 5.8 6 5.8

区画線工

溶融式区画線 区画線設置（溶融式） 実線　W=15cm（白色）　 m 155.5 160 155.5

破線　W=15cm（白色）　 m 107.3 110 107.3

矢印・記号・文字（白色） m 7.2 7 7.2

交通管理工

交通誘導警備員 交通誘導警備員B 人 189.0 189 56.0 6.0 3.0 28.0 96.0

運搬費

仮設材運搬費 矢板+腹起し+切梁 運搬費 t 8.95 9.0 8.95

支給品運搬 管渠等 運搬費 t 14.39 14.4 14.39
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00_圧送管工事　数量総括表【道路】

レベル3（種別） レベル4（細別） レベル5（規格） 単位 合計 当初数量
04_かんた
ん側溝材
料

05_側溝布
設工

06_妻壁
Co

08_集水桝 12_付帯工
15_既設水
路復旧工

内訳数量表　別紙

作業土工

床掘 小規模 床掘 m3 8.4 8 8.4

埋戻 小規模 埋戻 m3 6.2 6 6.2

カルバート工

ボックスカルバート 500*500*2000 基礎砕石+均しコン m 10.0 10.0 10.0

作業土工

床掘 小規模 床掘 m3 52.7 50 52.7

埋戻 小規模 埋戻 m3 17.0 20 17.0

運搬・処分 現場→処分場 m3 36.8 40 35.0 1.8

側溝工

L型側溝 コンクリート 小型構造物 m3 1.6 2 1.6

自由勾配側溝 500*500購入済 機労 かんたん側溝同等品 m 19.5 19.5 19.5

500*500新規購入 かんたん側溝同等品 L=2000 545kg m 4.0 4 4.0

500*400新規購入 かんたん側溝同等品 L=2000 490kg m 26.0 26 26.0

500*500購入済 材料（一部経費対象） L=2000 545kg 本 7.0 7 7.0

L=1500 409kg 本 3.0 3 3.0

L=1000 273kg 本 1.0 1 1.0

側溝蓋 グレーチング購入済 機労 枚 39.0 39 39.0

グレーチング新規購入 蓋板 枚 60.0 60 60.0

グレーチング購入済 材料（一部経費対象） 枚 39.0 39 39.0

管渠工

暗渠排水管 VU300 m 0.8 0.8 0.8

集水桝・マンホール工

プレキャスト集水桝 購入済 機労 +Co +型枠 A 800×800×2000 2001kg 基 1.0 1 1.0

B 600×600×800 500kg 基 2.0 2 2.0

新規購入 800*800*1000 基 1.0 1 1.0

購入済 桝材料（一部経費対象） A 800×800×2000 2001kg 基 1.0 1 1.0

B 600×600×800 500kg 基 2.0 2 2.0

数　量　区　分

00_【2工区当初】圧送管工事　数量総括表 .xlsx



00_圧送管工事　数量総括表【道路】

レベル3（種別） レベル4（細別） レベル5（規格） 単位 合計 当初数量
04_かんた
ん側溝材
料

05_側溝布
設工

06_妻壁
Co

08_集水桝 12_付帯工
15_既設水
路復旧工

内訳数量表　別紙数　量　区　分

場所打水路工

妻壁コンクリート工 基礎砕石 m2 0.4 0.4 0.4

コンクリート m3 0.2 0.2 0.2

型枠 m2 2.2 2.0 2.2

構造物取壊し工

Co構造物取壊し 構造物取壊し（無筋） m3 8.4 8 4.1 4.3

運搬処理工

殻運搬 無筋Co m3 8.4 8 4.1 4.3

殻処分 無筋Co t 19.8 20 9.7 10.1

仮水路工

暗渠排水管 シングル管φ300 m 13.0 13 13.0

交通管理工

交通誘導警備員 交通誘導警備員B 人 30.0 30 16.0 3.0 3.0 8.0

運搬費

支給品運搬 運搬費 側溝+蓋 t 9.06 9.1 6.06 3.00
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東野地区浸水対策事業

DCIP（ダクタイル鋳鉄管）φ500㎜布設工

02_DCIPφ500布設工数量計算書



レベル１(工事区分)　管路

レベル3（種別） レベル4（細別） レベル5（規格） 単位 数量 計上数量

管路土工

管路掘削 BH 山積0.28ｍ3 機械掘削工 ｍ3 305.1

管路埋戻 発生土 機械投入埋戻工 発生土BH 山積0.28ｍ3 ｍ3 175.7

購入土 機械投入埋戻工 再生土BH 山積0.28ｍ3 ｍ3 78.7

再生土購入（ほぐし） m3 104.7

再生土運搬（地山） m3 87.4

発生土処理 現場→仮置場 運搬 掘削土（地山） m3 309.1

埋戻土運搬 仮置場→現場 積込（ルーズ） 埋戻土（地山） m3 282.7

運搬 埋戻土（地山） m3 282.7

発生土処理 仮置場→処分場 積込（ルーズ） 処分土（地山） m3 113.9

運搬 処分土（地山） m3 113.9

管路土留工

軽量鋼矢板土留 Ⅱ型　矢板長2.00ｍ 建込工 ｍ 6.6

引抜工 ｍ 6.6

Ⅱ型　矢板長2.50ｍ 建込工 ｍ 109.4

引抜工 ｍ 109.4

土留支保工 軽量金属支保工 1段 設置 ｍ 7.2

撤去 ｍ 7.2

軽量金属支保工 2段 設置 ｍ 108.8

撤去 ｍ 108.8

軽量鋼矢板賃料 整備費 t 7.7

～90日 t・日 155.6

アルミ腹起し賃料 W110-120 H120-130 L4000 基本料 本 28.0

賃料 本・日 676.0

支柱賃料 770～1,300mm 基本料 本 28.0

賃料 本・日 676.0

開削水替工

開削水替 作業時排水 ポンプ運転工 日 10

据付・撤去工 現場 1

交通管理工

交通誘導警備員 交通誘導警備員B 人 56

運搬費

仮設材運搬費 矢板+腹起し+切梁 運搬費 t 8.95

数　量　区　分

レベル2　管きょ工(開削)数量集計表
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土砂 購入土 発生土

掘削高 埋戻し
高

埋戻し
高

m m m m m m

h-表層厚 0.70m
L-1.50 L-2.00 L-2.50 L-2.50 L-3.00 L-3.50

h1 h2 h3 BH0.28 m3 BH0.28 m3 BH0.28 m3

m m m m m m m m m

BP

BP+3.85

BP+3.85

BP+7.70 2.08 0.70 1.38 3.85

BP+7.70

IP.1 As 5-10-10 1.69 0.70 0.79 0.96

IP.1
IP.2 As 5-10-10 1.64 0.70 0.74 5.63

IP.2
IP.3 As 5-10-10 1.86 0.70 0.96 0.56

IP.3
IP.4 As 5-10-10 2.17 0.70 1.27 2.56

IP.4
IP.4+20.00 As 5-10-10 2.17 0.70 1.27 20.00

IP.4+20.00
IP.4+40.00 As 5-10-10 2.13 0.70 1.23 20.00

IP.4+40.00
IP.4+60.00 As 5-10-10 2.14 0.70 1.24 20.00

IP.4+60.00
IP.5 As 5-10-10 2.18 0.70 1.28 12.51

IP.5
IP.6 As 5-10-10 2.20 0.70 1.30 5.39

IP.6
IP.7 As 5-10-10 2.16 0.70 1.26 4.51

IP.7
IP.7+19.99 As 5-10-10 2.05 0.70 1.15 19.99

IP.7+19.99
IP.7+46.70 As 5-10-10

IP.7+46.70
IP.8 As 5-10-10
IP.8

IP.8+5.62 As 5-10-10
IP.8+5.62
IP.9
IP.9
IP.10
IP.10
IP.11
IP.11

IP.11+26.20
IP.11+26.20
IP.12
IP.12

IP.12+0.93

IP.12+0.93
IP.12+1.33

IP.12+1.33
IP.13

IP.13
IP.13+0.54

IP.13+0.54
IP.13+20.54

IP.13+20.54
IP.13+40.54

IP.13+40.54
IP.14

IP.14
IP.15

IP.15
IP.15+0.59

IP.15+0.59
IP.15+1.01

IP.15+1.01
IP.15+5.46

IP.15+5.46
IP.15+15.06

IP.15+15.06
IP.16

IP.16
IP.16+0.25

IP.16+0.25
IP.16+0.64

IP.16+0.64
IP.17

IP.17
IP.18

IP.18
IP.19

IP.19
IP.19+0.45

IP.19+0.45
IP.20

IP.20
IP.21

IP.21
EP

計
参考：全延長

管布設 舗装本復旧 m3

+ 支保工
m3

V = 1段支保工 ＝ 7.15 m
m3

V = 2段支保工 ＝ 108.81 m

m3

V = /   0.9 )

305.13

0.52露出配管

1.77

露出配管

0.45

露出配管

8.78

河川内布設

1.36河川内布設

2.72河川内布設

0.15河川内布設

0.39未舗装

未舗装

未舗装

河川内布設

河川内布設

河川内布設

未舗装

20.00

m

20.00

0.56 1.25

2.08

mm

2.22

m mm

5.63

0.56

20.00

2.56

20.00 20.00

20.00

2.56

3.85 1.25

土

工

減

長

土

工

延

長

管

体

延

長

L L'

管

上

2

0

㎝

上

端

W3L1 L2

掘

削

上

幅

W2

測

点

番

号

路

線

名

舗

装

種

別

m3BH

4.51

別途工事

5.63

12.51

5.39

2.56

送水管 3.85

500

掘 削 機 種　＝ 0.28

0.56

26.20未舗装

未舗装

mm管径　φ＝

0.56

19.99

26.71

19.99

15.41

17.36

0.80

20.00

12.51

1.25 2.0219.99
2.17

2.17
2.20

34.09

12.18

51.22 28.74

3.06

13.57

0.93

0.40

1.65

0.23

h1×Ｗ1×L1,
又はｈ1×(W1+W2)/2

×L1

掘削土

m

2.20
2.26

2.26
2.24

2.24
2.17

h

1.30

6.94

54.25

53.25

1.25

2.18
2.17

測

点

間

延

長

埋戻し土2
（発生土）

埋戻し土1
（購入土）

(h2×W1-π/4×0.50^2)
×L1,

又は(h2×(Ｗ1+W3)/2-
π/4×0.50^2)×L1

h3×W1×L1,
又はｈ3×(W2+W3)/2

×L1

2.22

3.82

1.91

2.19

掘 削 深

下流側

h-舗装
厚-
0.70m

4.06

31.75

5.21

2.08

30.75

53.50 31.00

m3 m3

0.67

m

1.64
2.18

2.18
2.25

2.25
2.18

1.25

m3

0.65

11.54

上流側

埋

戻

掘削

0.69

土

工

送水管

309.1

発生土

購入土

20.00

20.95

175.7

309.1

13.57

13.57

13.57

8.491.25

1.25

1.25

2.10

113.9

305.13 78.69115.96 0.00 115.96 175.65115.96
319.33

0.42

未舗装

0.25未舗装

13.35

9.60

5.39

20.00

78.7

3.66 8.76

7.10

1.74

平均
掘削深

20.02

1段支保 2段支保

軽量鋼矢板建込工（W=250mm）

河川内布設

河川内布設

0.54

未舗装

河川内布設

河川内布設

未舗装

0.00 6.59 0.56 108.81 0.00 0.00

河川内布設

0.96

4.51

14.82

2.18

2.23

2.25

2.21

ダクタイル鋳鉄管φ500㎜布設工 数量計算書

3.99

－  （ 175.7
残　　土

掘

削

下

幅

W1

m

1.25

20.00

20.00

12.51

5.39

1.25

1.25

0.59

4.45

1.74
1.645.63 1.69

4.51

2.61 6.64未舗装 2.08

未舗装

未舗装

0.951.740.96 0.96 1.25

1.74

1.74 2.03

0.38

3.85 10.01

6.14
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BH0.08 BH0.13 BH0.28 BH0.45 BH0.08 BH0.13 BH0.28 BH0.45 BH0.08 BH0.13 BH0.28 BH0.45

t≦15cm B<1.4 As5cm As5cm As5cm As5cm As3cm As3cm As3cm As3cm

As 3cm 既設 既設 既設 既設 仮舗装 仮舗装 仮舗装 仮舗装 掘削土量 掘削土量 掘削土量 掘削土量

L B
左側 右側

C C×L B×L B×L B×L B×L×0.02

（m） （m） （m） （m） （箇所） （m） （m2） （m2） （m2） （m2） （m2） （m2） （m2） （m2） （m2） (m3) (m3) (m3) (m3)

BP+7.70

IP.1 0.96 As5-10-10 車道 1.25 2 1.92 1.20 1.20 1.20 0.02

IP.1

IP.2 5.63 As5-10-10 車道 1.25 2 11.26 7.04 7.04 7.04 0.14

IP.2

IP.3 0.56 As5-10-10 車道 1.25 2 1.12 0.70 0.70 0.70 0.01

IP.3

IP.4 2.56 As5-10-10 車道 1.25 2 5.12 3.20 3.20 3.20 0.06

IP.4

IP.4+20.00 20.00 As5-10-10 車道 1.25 2 40.00 25.00 25.00 25.00 0.50

IP.4+20.00

IP.4+40.00 20.00 As5-10-10 車道 1.25 2 40.00 25.00 25.00 25.00 0.50

IP.4+40.00

IP.4+60.00 20.00 As5-10-10 車道 1.25 2 40.00 25.00 25.00 25.00 0.50

IP.4+60.00

IP.5 12.51 As5-10-10 車道 1.25 2 25.02 15.64 15.64 15.64 0.31

IP.5

IP.6 5.39 As5-10-10 車道 1.25 2 10.78 6.74 6.74 6.74 0.13

IP.6

IP.7 4.51 As5-10-10 車道 1.25 2 9.02 5.64 5.64 5.64 0.11

IP.7

IP.7+19.99 19.99 As5-10-10 車道 1.25 2 39.98 24.99 24.99 24.99 0.50

IP.7+19.99

IP.7+46.70 26.71 As5-10-10 車道 1.25 2 33.39 33.39 0.67

IP.7+46.70

IP.8 15.41 As5-10-10 車道 1.25 2 19.26 19.26 0.39

IP.8

IP.8+5.62 6.14 As5-10-10 車道 1.25 2 7.68 7.68 0.15

小計 160.37 140.15 140.15 200.48 3.99

布設済

本復旧
のみ実
施

舗 装 版 撤 去 工 及 び 仮 舗 装 工 数 量 計 算 書　　（残土処分以外11_舗装復旧工・区画線工にて計上）

路

線

番

号

測

点

番

号

As5-10-10

仮舗装
舗装切断
(済)

本復旧時
舗装のための掘削　t=2cm

舗装版破砕工(=路盤工)区

間

延

長

舗

装

切

断

箇

所

舗装種別
本

管

掘

削

幅

本復旧時掘削時

全復旧のため計上無し

影響部復旧幅
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集　計　表
工　程　表（開削区間）

軽量工程 軽量工程

l=2.0m l=2.5m

全体工期 1 21 22 日 22

軽量鋼矢板

矢板損料日数 矢板長　2.0ｍ 10 10 日 10

軽量鋼矢板

矢板長　2.5ｍ 32 32 日 32

軽量鋼矢板

矢板長　3.0ｍ 0 日 0

軽量鋼矢板

矢板長　3.5ｍ 0 日 0

開削水替

ポンプ口径50mm

ポンプ運転 作業時排水 1 9 10 日 10

*4人

安全費 交通整理員 1 13 14 日 56

数  量工　　種 名　　称 合　計 単位
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工程表（軽量鋼矢板）

◎矢板の種類 軽量鋼矢板Ⅱ型 ◎矢板長 L=2.0m
B=0.28m
有効長
0.25m

11.8kg/m

◎転用回数 1回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L=6.59m ◎転用回数（水替路線） 1回

◎1ﾌﾞﾛｯｸ重量 1.244 t
  (2.00×6.59×2×11.8×4/1000=1.244)

◎算出諸元
水替 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 備考
有無 集水桝□600 組立1号 （m） （m） （m） BH0.13m3 BH0.28m3 BH0.45m3 BH0.28m3 BH0.45m3 BH0.28m3 BH0.45m3
有り 0.96 0.96 1.25 2.03 0.65 0.95
有り 5.63 5.63 1.25 11.54 3.82 5.21

0 0 6.59 6.59 0.0 13.6 0.0 4.5 0.0 6.2 0.0

細目 全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数 出典元
全体/転用回数

R4下歩掛P.16
BH0.13m3 0.0 m3 0.0 m3 44 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

R4下歩掛P.16
BH0.28m3 13.6 m3 13.6 m3 59 m3 0.23 日　　　= 0.4 日

R4下歩掛P.16
BH0.45m3 0.0 m3 0.0 m3 74 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

R4下歩掛P.41
L=2.0m 6.59 m 6.59 m 55.6 m 0.12 日　　　= 0.2 日

R4下歩掛P.30
DCIPφ500 6.59 m 6.59 m 34.5 m 0.19 日　　　= 0.3 日

管上20cm 4.5 m2 4.5 m2 36 m2 0.13 日　　　= 0.2 日

BH0.13m3 0.0 m3 0.0 m3 36 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

BH0.28m3 6.2 m3 6.2 m3 36 m3 0.17 日　　　= 0.3 日

BH0.45m3 0.0 m3 0.0 m3 36 m3 0.00 日　　　= 0.0 日
R4下歩掛P.41

L=2.0m 6.59 m 6.59 m 100 m 0.07 日　　　= 0.1 日

※R4土積算→土木工事積算 積算基準書 R4.8広島県
※R4下歩掛→下水道用設計標準歩掛表R4年度－第1巻 管路－
※2015下水積算→2015下水道用設計積算要領－管路施設(開削工法)編

【工程表】

(0.2日) (0.2日)

掘削 0.4 日 0日 0.4日

(0.1日) (0.1日)

矢板設置 0.2 日 0.2日 0.4日

(0.2日) (0.1日)

管布設 0.3 日 0.4日 0.7日

(0.1日) (0.1日)

購入土埋戻 0.2 日 0.6日 0.8日

(0.2日) (0.1日)

発生土埋戻 0.3 日 0.7日 1.0日

(0.1日) (0.0日)

矢板撤去 0.1 日 0.9日 1.0日

延　　長L＝ 6.59m
全体工期 1.0日 ×1回 = 1.0日 = 1日 1日

矢板賃料日数 {0.2日/2＋(0.9日－0.4日)＋0.1日/2}×1回＋5＋4 = 9.7日 = 10日 10日

水替 {(0.9日－0.2日)×1回}/1.70 = 0.4日 = 1日 1日

交通整理員 1日/1.70 = 0.6日 = 1日 1日

計

・掘　　　削

・矢板設置

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)・購入土埋戻

・管 布 設

・矢板撤去

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)・発生土埋戻
R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)
R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

L=6.59m

工　　種

購入土埋戻（m3） 発生土埋戻工（m3）
路線番号

BP+7.70～IP.1
IP.1～IP.2
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工程表（軽量鋼矢板）

◎矢板の種類 軽量鋼矢板Ⅱ型 1段支保 ◎矢板長 L=2.50m B=0.28m 11.8kg/m

◎転用回数 1回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L=.56m ◎転用回数（水替路線） 1回

◎1ﾌﾞﾛｯｸ重量 0.132 t
  (2.50×0.56×2×11.8×4/1000=0.132)

◎算出諸元
水替 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 備考
有無 集水桝□600 組立1号 （m） （m） （m） BH0.13m3 BH0.28m3 BH0.45m3 BH0.28m3 BH0.45m3 BH0.28m3 BH0.45m3
有り 0.56 0.56 1.25 1.30 0.38 0.67

0 0 0.56 0.56 0.0 1.3 0.0 0.4 0.0 0.7 0.0

細目 全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数 出典元
全体/転用回数

R4下歩掛P.16
BH0.13m3 0.0 m3 0.0 m3 44 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

R4下歩掛P.16
BH0.28m3 1.3 m3 1.3 m3 59 m3 0.02 日　　　= 0.1 日

R4下歩掛P.16
BH0.45m3 0.0 m3 0.0 m3 74 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

R4下歩掛P.41
L=2.5m 0.56 m 0.56 m 52.6 m 0.01 日　　　= 0.1 日

R4下歩掛P.30
DCIPφ500 0.56 m 0.56 m 34.5 m 0.02 日　　　= 0.1 日

管上20cm 0.4 m2 0.4 m2 36 m2 0.01 日　　　= 0.1 日

BH0.13m3 0.0 m3 0.0 m3 36 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

BH0.28m3 0.7 m3 0.7 m3 36 m3 0.02 日　　　= 0.1 日

BH0.45m3 0.0 m3 0.0 m3 36 m3 0.00 日　　　= 0.0 日
R4下歩掛P.41

L=2.5m 0.56 m 0.56 m 100 m 0.01 日　　　= 0.1 日

※R4土積算→土木工事積算 積算基準書 R4.8広島県
※R4下歩掛→下水道用設計標準歩掛表R4年度－第1巻 管路－
※2015下水積算→2015下水道用設計積算要領－管路施設(開削工法)編

【工程表】

(0.1日) (0.0日)

掘削 0.1 日 0日 0.1日

(0.1日) (0.0日)

矢板設置 0.1 日 0.1日 0.2日

(0.1日) (0.0日)

管布設 0.1 日 0.2日 0.3日

(0.1日) (0.0日)

購入土埋戻 0.1 日 0.3日 0.4日

(0.1日) (0.0日)

発生土埋戻 0.1 日 0.4日 0.5日

(0.1日) (0.0日)

矢板撤去 0.1 日 0.5日 0.6日

延　　長L＝ 0.56m
全体工期 0.6日 ×1回 = 0.6日 = 1日 1日

矢板賃料日数 {0.1日/2＋(0.5日－0.2日)＋0.1日/2}×1回＋5＋4 = 9.4日 = 10日 10日

水替 {(0.5日－0.1日)×1回}/1.70 = 0.2日 = 1日 1日

交通整理員 0.6日/1.70 = 0.4日 = 1日 1日

・矢板撤去

・掘　　　削

・矢板設置

・管 布 設

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)・購入土埋戻

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)・発生土埋戻

L=.56m

工　　種

購入土埋戻（m3） 発生土埋戻工（m3）
路線番号

IP.2～IP.3

計
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工程表（軽量鋼矢板）

◎矢板の種類 軽量鋼矢板Ⅱ型 2段支保 ◎矢板長 L=2.50m B=0.28m 11.8kg/m

◎転用回数 4回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L=27.31m ◎転用回数（水替路線） 4回

◎1ﾌﾞﾛｯｸ重量 6.445 t
  (2.50×27.31×2×11.8×4/1000=6.445)

◎算出諸元
水替 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 備考
有無 集水桝□600 組立1号 （m） （m） （m） BH0.13m3 BH0.28m3 BH0.45m3 BH0.28m3 BH0.45m3 BH0.28m3 BH0.45m3
有り 3.85 3.85 1.25 10.01 2.61 6.64
有り IP.3～IP.4 2.56 2.56 1.25 6.94 1.74 4.06
有り IP.4～IP.4+20 20.00 20.00 1.25 54.25 13.57 31.75
有り IP.4+20～IP.4+40 20.00 20.00 1.25 53.25 13.57 30.75
有り IP.4+40～IP.4+60 20.00 20.00 1.25 53.50 13.57 31.00
有り IP.4+60～IP.5 12.87 12.87 1.25 34.09 8.49 20.02
有り IP.5～IP.6 5.44 5.44 1.25 14.82 3.66 8.76
有り IP.6～IP.7 4.51 4.51 1.25 12.18 3.06 7.10
有り 19.99 19.99 1.25 51.22 13.57 28.74

0 0 109.22 109.22 0.0 290.3 0.0 73.8 0.0 168.8 0.0

細目 全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数 出典元
全体/転用回数

R4下歩掛P.16
BH0.13m3 0.0 m3 0.0 m3 44 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

R4下歩掛P.16
BH0.28m3 290.3 m3 72.6 m3 59 m3 1.23 日　　　= 2.1 日

R4下歩掛P.16
BH0.45m3 0.0 m3 0.0 m3 74 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

R4下歩掛P.41
L=2.5m 109.22 m 27.31 m 52.6 m 0.52 日　　　= 0.9 日

R4下歩掛P.30
DCIPφ500 109.22 m 27.31 m 34.5 m 0.79 日　　　= 1.3 日

管上20cm 73.8 m2 18.5 m2 36 m2 0.51 日　　　= 0.9 日

BH0.13m3 0.0 m3 0.0 m3 36 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

BH0.28m3 168.8 m3 42.2 m3 36 m3 1.17 日　　　= 2.0 日

BH0.45m3 0.0 m3 0.0 m3 36 m3 0.00 日　　　= 0.0 日
R4下歩掛P.41

L=2.5m 109.22 m 27.31 m 100 m 0.27 日　　　= 0.5 日

※R4土積算→土木工事積算 積算基準書 R4.8広島県
※R4下歩掛→下水道用設計標準歩掛表R4年度－第1巻 管路－
※2015下水積算→2015下水道用設計積算要領－管路施設(開削工法)編

【工程表】

(1.1日) (1.0日)

掘削 2.1 日 0日 2.1日

(0.5日) (0.4日)

矢板設置 0.9 日 1.1日 2.0日

(0.7日) (0.6日)

管布設 1.3 日 2.1日 3.4日

(0.5日) (0.4日)

購入土埋戻 0.9 日 2.8日 3.7日

(1.0日) (1.0日)

発生土埋戻 2.0 日 3.4日 5.4日

(0.3日) (0.2日)

矢板撤去 0.5 日 4.4日 4.9日

延　　長L＝ 109.22m
全体工期 4.9日 ×4回 = 19.6日 = 20日 20日

矢板賃料日数 {0.9日/2＋(4.4日－2.0日)＋0.5日/2}×4回＋5＋4 = 21.4日 = 22日 22日

水替 {(4.4日－1.1日)×4回}/1.70 = 7.8日 = 8日 8日

交通整理員 19.6日/1.70 = 11.5日 = 12日 12日

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)
R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

・矢板撤去

・掘　　　削

・矢板設置

・管 布 設

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)・購入土埋戻

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)・発生土埋戻

工　　種

L=109.22m

路線番号
購入土埋戻（m3） 発生土埋戻工（m3）

BP+3.35～BP+7.70

IP.7～IP.7+19.99

計
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掘削延長30m当たりの土留材重量

軽量鋼矢板（Ⅱ型）

＝ ＝

＝ ＝

＝ ＝

＝ ＝

＝ ＝

＝ ＝

軽量金属支保材

腹起し 110×130

＝ ＝

＝ ＝

*1：2010年版　下水道用設計積算要領－管路施設（開削工法）編－ P80

切梁 水圧サポート70タイプ

＝ ＝

＝ ＝

1.158

0.170

段数
P(段)

質量
W(kg/
本)

本数の計算
N=16本/段×P(本)

重量の計算
W×N×1/1000(t)

1 5.3 16×1段 16 5.3×16×1/1000 0.085

2 5.3 16×2段 32 5.3×32×1/1000

2 38.6 4 30／4×2×2段 30.0 38.6×30×1/1000

段数
P(段)

質量*1
W(kg/
本)

スパン
L(m)

本数の計算
N=30m/L×2×P(本)

重量の計算
W×N×1/1000(t)

1 38.6 4 30／4×2×1段 15.0 38.6×15×1/1000 0.579

9.912

4 0.25 11.8 30／0.25×2 240.0 4×11.8×240×1/1000 11.328

3.5 0.25 11.8 30／0.25×2 240.0 3.5×11.8×240×1/1000

0.25 11.8 30／0.25×2 240.0 3×11.8×240×1/1000 8.496

2.5 0.25 11.8 30／0.25×2 240.0 2.5×11.8×240×1/1000

矢板長
Ｌ(m)

有効幅
B(m)

質量
W(kg/m)

枚数の計算
N=30m/B×2(枚)

重量の計算
L×W×N×1/1000(t)

1.5 0.25 11.8 30／0.25×2 240.0 1.5×11.8×240×1/1000 4.248

2 0.25 11.8 30／0.25×2 240.0 2×11.8×240×1/1000 5.664

7.080

3
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実際の土留材重量

実掘削延長 L= (m)

30m当たり重量

矢板 W= (t/30m) 【軽量鋼矢板 Ⅱ 型 L= (m)】

腹起し W= (t/30m) 【段数 1 (段)】

切梁 W= (t/30m)

実際の重量

矢板重量： 5.664(t/30m)/30m×6.59(m) ＝ (t)

腹起し重量： 0.579(t/30m)/30m×6.59(m) ＝ (t) N= (本)

切梁重量： 0.085(t/30m)/30m×6.59(m) ＝ (t) N= (本)

(t)

実掘削延長 L= (m) 1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L= (m)

30m当たり重量

矢板 W= (t/30m) 【軽量鋼矢板 Ⅱ 型 L= (m)】

腹起し W= (t/30m) 【段数 1 (段)】

切梁 W= (t/30m)

1ブロックあたり重量

矢板重量： 7.08(t/30m)/30m×0.56(m) ＝ (t)

腹起し重量： 0.579(t/30m)/30m×0.56(m) ＝ (t) N= (本)

切梁重量： 0.085(t/30m)/30m×0.56(m) ＝ (t) N= (本)

(t)

実掘削延長 L= (m) 1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L= (m)

30m当たり重量

矢板 W= (t/30m) 【軽量鋼矢板 Ⅱ 型 L= (m)】

腹起し W= (t/30m) 【段数 2 (段)】

切梁 W= (t/30m)

1ブロックあたり重量

矢板重量： 7.08(t/30m)/30m×27.31(m) ＝ (t)

腹起し重量： 1.158(t/30m)/30m×27.31(m) ＝ (t) N= (本)

切梁重量： 0.17(t/30m)/30m×27.31(m) ＝ (t) N= (本)

(t)

0.085

0.132

0.011

0.002

0.1

0.155

7.7

1.4

0.56

7.08 2.5

0.56

6.59

5.664 2.0

0.579

0.085

1.244

109.22

7.08 2.5

1.158

0.17

6.445

27.31

0.579

4

4

2

2

28

28

1.054

0.127

0.019
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運搬費　（03_FRPMφ600mm布設工を含め、最も重量が大きいものを採用）

矢板重量： L=2.0m (t) 矢板整備費計

L=2.5m (t) (t)

腹起し重量： (t)

切梁重量： (t)

(t)

賃料日数

矢板： L=2.0m 10 日 * 1.244 t ＝ （t・日）

L=2.5m 1段 10 日 * 0.132 t ＝ （t・日）

2段 22 日 * 6.445 t ＝ （t・日）

（t・日）

腹起し： L=2.0m 10 日 * 4 本 ＝ （本・日）

L=2.5m 1段 10 日 * 2 本 ＝ （本・日）

2段 22 日 * 28 本 ＝ （本・日）

計 （本・日）

切梁： L=2.0m 10 日 * 4 本 ＝ （本・日）

L=2.5m 1段 10 日 * 2 本 ＝ （本・日）

2段 22 日 * 28 本 ＝ （本・日）

計 （本・日）

7.738

運搬費：

12.44

1.32

20

676

616

141.79

155.55

40

40

616

20

676

1.293

6.445

1.054

0.155

8.947
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FRPMφ600mm布設工 数量計算書
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FRPMφ600mm布設工 数量計算書

レベル3（種別） レベル4（細別） レベル5（規格） 単位 数量 内訳数量表　別紙

管路土工

管路掘削 BH 山積0.28ｍ3 機械掘削工 ｍ3 35.1

管路埋戻 砕石（RC-40） 機械投入埋戻工 BH 山積0.28ｍ3 ｍ3 10.2

発生土 BH 山積0.28ｍ3 ｍ3 18.0

発生土処理 現場→仮置場 運搬 掘削土（地山） m3 35.3

埋戻土運搬 仮置場→現場 積込（ルーズ） 埋戻土（地山） m3 18.0

運搬 埋戻土（地山） m3 18.0

発生土処理 仮置場→処分場 積込（ルーズ） 処分土（地山） m3 15.3

運搬 処分土（地山） m3 15.3

管布設工

強化プラスチック複合管 管布設 m 12.8

挿口マンホール短管 L=750mm 本 1.0

受口マンホール短管 L=750mm 砂付Rカット 本 1.0

受口マンホール短管 L=750mm 本 1.0

挿口マンホール短管 L=750mm 砂付Rカット 本 1.0

受挿直管 φ600 L=2001～3000 本 4.0

軽量鋼矢板土留 Ⅱ型　矢板長2.00ｍ 建込工 ｍ 6.9

引抜工 ｍ 6.9

Ⅱ型　矢板長2.50ｍ 建込工 ｍ 6.8

引抜工 ｍ 6.8

土留支保工 軽量金属支保工 1段 設置 ｍ 6.9

撤去 ｍ 6.9

軽量金属支保工 2段 設置 ｍ 6.8

撤去 ｍ 6.8

軽量鋼矢板賃料 整備費 t 02_DCIPφ500布設工にて計上

～90日 t・日 30.59 30.6

アルミ腹起し賃料 W110-120 H120-130 L4000基本料 本 02_DCIPφ500布設工にて計上

賃料 本・日 128.0 128

支柱賃料 770～1,300mm 基本料 本 02_DCIPφ500布設工にて計上

賃料 本・日 128.0 128

開削水替工

開削水替 作業時排水 ポンプ運転工 日 2 開削工程表

据付・撤去工 現場 02_DCIPφ500布設工にて計上

交通管理工

交通誘導警備員 交通誘導警備員B 人 6

運搬費

仮設材運搬費 矢板+腹起し+切梁 運搬費 t 02_DCIPφ500布設工にて計上

レベル2　管きょ工(開削)数量集計表

数　量　区　分
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種　別 単価コード 単位 数　量

ポンプ場～No.1

FRPM管φ600

受挿直管 F0403 本 2

受口マンホール短管 L=750mm F0203 本 1

挿口マンホール短管 F0303 本 1

No.1～No.2

FRPM管φ600

受挿直管 F0403 本 1

受挿直管 F0403 本 1

受口マンホール短管 F0103 本 1

挿口マンホール短管 L=750mm F0003 本 1

【1箇所当り】FRPMφ600 管材       数量計算 

雨水3種C形直管（JSWAS K-2規格品）

L=2,220mm

L=2,210mm

L=750mm 砂付Rカット

細別・規格

雨水3種C形直管（JSWAS K-2規格品）

L=2,690mm

L=750mm 砂付Rカット

520 750 2690 2690 750

5
2
0

7
5
0

2 2
1
0

7
5
0
2
2
2
0

40
0

6
85
0

7400 2500

9900

ポンプ場

集水桝□800×800

組立2号マンホール

(R)

(R)

600

受口マンホール短管

受口マンホール短管

受挿直管

挿口マンホール短管

挿口マンホール短管

受挿直管

No.1

No.2
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図面番号18

土砂 砕石基礎 発生土

掘削深 埋戻し高 埋戻し高

m m m m m m

h-表層厚 0.80m L-1.50 L-2.00 L-2.50 L-2.50 L-3.00 L-3.50

h1 h2 h3 BH0.3 m
3
BH0.3 m

3
BH0.3 m

3

m m m m m m m m m

ポンプ場

+7.90m 2.09 0.80 1.29 4.80

+7.90m
No.1 As 5-10-10 2.04 0.80 1.04 2.00

No.1
No.2 As 5-10-10 1.74 0.80 0.74 6.85

計

管布設 舗装本復旧 m
3

+ 支保工
m
3

V = 1段支保工 ＝ 6.85 m
m
3

V = 2段支保工 ＝ 6.80 m

m
3

V = /   0.9 )

1.35

35.3

0.23

16.75

35.10

L2

m

(-2.5)

5.40 13.54 4.31 8.36

2.81

土

工

掘削

埋

戻

砕石 (RC-40)

発生土

残　　土
－  （ 18.0 15.3

35.3

10.2

18.0

12.81 0.0010.22 18.01 0.00 6.8513.65 35.14 6.80 0.00 0.00

平均
掘削深

h-舗装厚-
0.80m

1.70

2.30
2号MH

上流側

2.30

2.09

掘

削

幅

W

m

1.35

16.09 4.73 6.845.93 1.35

5.51 1.18

集水施設 6.85 6.85
1.88

1.79
2号MH (-0.4,-0.52)

集水桝

1.881.48 2.09
(-0.52)

集水施設 2.00 2.00

m m3 m3 m3

1.88

L1

集水施設 7.90 3.10 4.80

ポンプ井

未舗装

h 1段支保 2段支保

m m m m

L'

路

線

名

軽量鋼矢板建て込み工（W=250mm）

h1×Ｗ×L1
(h2×Ｗ-π/4
×0.60^2)×L2

h3×W×L1

掘削土
砕石基礎
(基礎+中詰）

埋戻し土
（発生土）

測

点

番

号

舗

装

種

別

測

点

間

延

長

土

工

減

長

土

工

延

長

L

下流側

管

体

延

長

掘 削 深
M

H

種

別

下水道用強化プラスチック複合管φ600mm布設工 数量計算書

掘 削 機 種　＝ 0.28 m
3
BH

管径　φ＝ 600 mm
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掘削時 本復旧時

BH0.28 BH0.28 BH0.08 BH0.13 BH0.28 BH0.45

t≦15cm B<1.4 As5cm As3cm

As 3cm 既設 仮舗装
掘削土量 掘削土量 掘削土量 掘削土量

L B
左側 右側

C C×L B×L B×L B×L
B×L×
0.02

（m） （m） （m） （m） （箇所） （m） （m2） （m2） （m2） (m3) (m3) (m3) (m3)

+7.90m

集水施設 No.1 2.00 As5-10-10 車道 1.35 2 4.00 2.70 2.70 2.70 0.05

No.1

集水施設 No.2 6.85 As5-10-10 車道 1.35 2 13.70 9.25 9.25 9.25 0.18

小計 8.85 17.70 11.95 11.95 11.95 0.23

As5-10-10

影響部復旧幅

全復旧のため計上無し

舗 装 版 撤 去 工 及 び 仮 舗 装 工 数 量 計 算 書　　（残土処分以外11_舗装復旧工・区画線工にて計上）

路

線

番

号

測

点

番

号

区

間

延

長

舗装種別
本
管
掘
削
幅

舗
装
切
断
箇
所

舗装切断 仮舗装
本復旧時

舗装のための掘削　t=2cm

舗装版破砕工(=路
盤工)
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集　計　表
工　程　表（集水施設　開削区間）

軽量工程 軽量工程

l=2.0m l=2.5m

全体工期 2 2 4 日 4

軽量鋼矢板

矢板損料日数 矢板長　2.0ｍ 10 10 日 10

軽量鋼矢板

矢板長　2.5ｍ 11 11 日 11

軽量鋼矢板

矢板長　3.0ｍ 0 日 0

軽量鋼矢板

矢板長　3.5ｍ 0 日 0

開削水替

ポンプ口径50mm

ポンプ運転 作業時排水 1 1 2 日 2

*3人

安全費 交通整理員 1 1 2 日 6

工　　種 名　　称 合　計 単位 数  量

03_【2工区当初】FRPMφ600mm布設工数量計算書.xlsx



工程表（軽量鋼矢板）

◎矢板の種類 軽量鋼矢板Ⅱ型 ◎矢板長 L=2.0m B=0.28m 11.8kg/m

◎転用回数 1回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎人孔全体数 1基 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L=6.85m ◎転用回数（水替路線） 1回
基
基 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ重量 1.293 t
1基   (2.00×6.85×2×11.8×4/1000=1.293)

◎算出諸元
水替 MH（基） 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 砕石基礎 発生土埋戻工（m3） 備考
有無 集水桝□800 集水桝□600 組立1号 （m） （m） （m） BH0.13m3 BH0.28m3 BH0.45m3 （m3） BH0.13m3 BH0.28m3 BH0.45m3
有り №1～№2 1 6.85 5.93 1.35 16.09 4.73 6.84

計 0 0 1 6.85 5.93 0.0 16.1 0.0 4.7 0.0 6.8 0.0

細目 全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数 出典元
全体/転用回数

R4下歩掛P.16
BH0.13m3 0.0 m3 0.0 m3 44 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

R4下歩掛P.16
BH0.28m3 16.1 m3 16.1 m3 59 m3 0.27 日　　　= 0.5 日

R4下歩掛P.16
BH0.45m3 0.0 m3 0.0 m3 74 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

R4下歩掛P.41
L=2.0m 6.85 m 6.85 m 55.6 m 0.12 日　　　= 0.2 日

t=100mm 4.7 m2 4.7 m2 36 m2 0.13 日　　　= 0.2 日
R4下歩掛P.30

FRPMφ600 5.93 m 5.93 m 34.5 m 0.17 日　　　= 0.3 日

集水桝□800 0 基 0.0 基 11 基 日　　　= 0.0 日

集水桝□600 0 基 0.0 基 29 基 日　　　= 0.0 日

組立1号MH 1 基 1 基 4 基 0.25 日　　　= 0.4 日

BH0.13m3 0.0 m3 0.0 m3 36 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

BH0.28m3 6.8 m3 6.8 m3 36 m3 0.19 日　　　= 0.3 日

BH0.45m3 0.0 m3 0.0 m3 36 m3 0.00 日　　　= 0.0 日
R4下歩掛P.41

L=2.0m 6.85 m 6.85 m 100 m 0.07 日　　　= 0.1 日

※R4土積算→土木工事積算 積算基準書 R4.8広島県
※R4下歩掛→下水道用設計標準歩掛表R4年度－第1巻 管路－
※2015下水積算→2015下水道用設計積算要領－管路施設(開削工法)編

【工程表】

(0.3日) (0.2日)

掘削 0.5 日 0日 0.5日

(0.1日) (0.1日)

矢板設置 0.2 日 0.3日 0.5日

(0.1日) (0.1日)

砕石基礎 0.2 日 0.5日 0.7日

(0.2日) (0.1日)

管布設 0.3 日 0.6日 0.9日

(0.2日) (0.2日)

MH設置 0.4 日 0.8日 1.2日

(0.2日) (0.1日)

発生土埋戻 0.3 日 1.0日 1.3日

(0.1日) (0.0日)

矢板撤去 0.1 日 1.2日 1.3日

延　　長L＝ 6.85m
全体工期 1.3日 ×1回 = 1.3日 = 2日 2日

矢板賃料日数 {0.2日/2＋(1.2日－0.5日)＋0.1日/2}×1回＋5＋4 = 9.9日 = 10日 10日

水替 {(1.2日－0.3日)×1回}/1.70 = 0.5日 = 1日 1日

交通整理員 1.3日/1.70 = 0.8日 = 1日 1日

　集水桝□800 H2000 2001kg
　集水桝□600 H800 500kg    
　組立1号MH

L=6.85m

路線番号

・MH設置

工　　種

・発生土埋戻

・矢板撤去

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)
R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)
R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

R4土積算P.Ⅰ-164
 　(集水桝+基礎砕石)
R4土積算P.Ⅰ-164
 　(集水桝+基礎砕石)
2015下水積算-P.349
　(世話役の値1/0.25=4)

・管 布 設

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

・掘　　　削

・矢板設置

・砕石基礎
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工程表（軽量鋼矢板）

◎矢板の種類 軽量鋼矢板Ⅱ型 ◎矢板長 L=2.50m B=0.28m 11.8kg/m

◎転用回数 1回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎人孔全体数 1基 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L=6.80m ◎転用回数（水替路線） 1回
基
基 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ重量 1.605 t
1基   (2.50×6.80×2×11.8×4/1000=1.605)

◎算出諸元
水替 MH（基） 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 砕石基礎 発生土埋戻工（m3） 備考
有無 集水桝□800 集水桝□600 組立2号 （m） （m） （m） BH0.13m3 BH0.28m3 BH0.45m3 （m3） BH0.13m3 BH0.28m3 BH0.45m3
有り ポンプ場～№1 1 6.80 6.88 1.35 19.05 5.49 11.17

計 0 0 1 6.80 6.88 0.0 19.1 0.0 5.5 0.0 11.2 0.0

細目 全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数 出典元
全体/転用回数

R4下歩掛P.16
BH0.13m3 0.0 m3 0.0 m3 44 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

R4下歩掛P.16
BH0.28m3 19.1 m3 19.1 m3 59 m3 0.32 日　　　= 0.5 日

R4下歩掛P.16
BH0.45m3 0.0 m3 0.0 m3 74 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

R4下歩掛P.41
L=2.5m 6.80 m 6.8 m 52.6 m 0.13 日　　　= 0.2 日

t=100mm 5.5 m2 5.5 m2 36 m2 0.15 日　　　= 0.3 日
R4下歩掛P.30

FRPMφ600 6.88 m 6.88 m 34.5 m 0.20 日　　　= 0.3 日

集水桝□800 0 基 0.0 基 基 日　　　= 0.0 日

集水桝□600 0 基 0.0 基 基 日　　　= 0.0 日

組立1号MH 1 基 1 基 4 基 0.25 日　　　= 0.4 日

BH0.13m3 0.0 m3 0.0 m3 36 m3 0.00 日　　　= 0.0 日

BH0.28m3 11.2 m3 11.2 m3 36 m3 0.31 日　　　= 0.5 日

BH0.45m3 0.0 m3 0.0 m3 36 m3 0.00 日　　　= 0.0 日
R4下歩掛P.41

L=2.5m 6.80 m 6.8 m 100 m 0.07 日　　　= 0.1 日

※R4土積算→土木工事積算 積算基準書 R4.8広島県
※R4下歩掛→下水道用設計標準歩掛表R4年度－第1巻 管路－
※2015下水積算→2015下水道用設計積算要領－管路施設(開削工法)編

【工程表】

(0.3日) (0.2日)

掘削 0.5 日 0日 0.5日

(0.1日) (0.1日)

矢板設置 0.2 日 0.3日 0.5日

(0.2日) (0.1日)

砕石基礎 0.3 日 0.5日 0.8日

(0.2日) (0.1日)

管布設 0.3 日 0.7日 1.0日

(0.2日) (0.2日)

MH設置 0.4 日 0.9日 1.3日

(0.3日) (0.2日)

発生土埋戻 0.5 日 1.1日 1.6日

(0.1日) (0.0日)

矢板撤去 0.1 日 1.4日 1.5日

延　　長L＝ 6.80m
全体工期 1.5日 ×1回 = 1.5日 = 2日 2日

矢板賃料日数 {0.2日/2＋(1.4日－0.5日)＋0.1日/2}×1回＋5＋4 = 10.1日 = 11日 11日

水替 {(1.4日－0.3日)×1回}/1.70 = 0.6日 = 1日 1日

交通整理員 1.5日/1.70 = 0.9日 = 1日 1日

L=6.80m

路線番号

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

R4土積算P.Ⅰ-164
 　(集水桝+基礎砕石)
R4土積算P.Ⅰ-164
 　(集水桝+基礎砕石)

工　　種

・矢板撤去

　集水桝□800 H2000 2001kg
　集水桝□600 H800 500kg    
　組立1号MH

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)
R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)
R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

・掘　　削

・矢板設置

・砕石基礎

・管 布 設

・MH設置

・発生土埋戻

2015下水積算-P.349
　(世話役の値1/0.25=4)
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掘削延長30m当たりの土留材重量

軽量鋼矢板（Ⅱ型）

＝ ＝

＝ ＝

＝ ＝

＝ ＝

＝ ＝

＝ ＝

軽量金属支保材

腹起し 110×130

＝ ＝

＝ ＝

*1：2010年版　下水道用設計積算要領－管路施設（開削工法）編－ P80

切梁 水圧サポート70タイプ

＝ ＝

＝ ＝

矢板長
Ｌ(m)

有効幅
B(m)

質量
W(kg/m)

枚数の計算
N=30m/B×2(枚)

重量の計算
L×W×N×1/1000(t)

3 0.25

1.5×11.8×240×1/1000 4.248

2 0.25 11.8 30／0.25×2 240.0 2×11.8×240×1/1000 5.664

1.5 0.25 11.8 30／0.25×2 240.0

2.5 0.25 11.8 30／0.25×2 240.0

240.0 3.5×11.8×240×1/10003.5 0.25

7.080

11.8 30／0.25×2 240.0

9.912

3×11.8×240×1/1000 8.496

2.5×11.8×240×1/1000

4×11.8×240×1/1000 11.328

11.8 30／0.25×2

段数
P(段)

質量*1
W(kg/
本)

スパン
L(m)

本数の計算
N=30m/L×2×P(本)

重量の計算
W×N×1/1000(t)

4 0.25 11.8 30／0.25×2 240.0

38.6×15×1/1000 0.579

2 38.6 4 30／4×2×2段 30.0 38.6×30×1/1000 1.158

1 38.6 4 30／4×2×1段 15.0

段数
P(段)

質量
W(kg/
本)

本数の計算
N=16本/段×P(本)

重量の計算
W×N×1/1000(t)

1 5.3 16×1段 16 5.3×16×1/1000 0.085

2 5.3 16×2段 32 5.3×32×1/1000 0.170
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実際の土留材重量

実掘削延長 L= (m)

30m当たり重量

矢板 W= (t/30m) 【軽量鋼矢板 Ⅱ 型 L= (m)】

腹起し W= (t/30m) 【段数 1 (段)】

切梁 W= (t/30m)

実際の重量

矢板重量： 5.664(t/30m)/30m×6.85(m) ＝ (t)

腹起し重量： 0.579(t/30m)/30m×6.85(m) ＝ (t) N= (本)

切梁重量： 0.085(t/30m)/30m×6.85(m) ＝ (t) N= (本)

(t)

実掘削延長 L= (m)

30m当たり重量

矢板 W= (t/30m) 【軽量鋼矢板 Ⅱ 型 L= (m)】

腹起し W= (t/30m) 【段数 2 (段)】

切梁 W= (t/30m)

実際の重量

矢板重量： 7.08(t/30m)/30m×6.8(m) ＝ (t)

腹起し重量： 1.158(t/30m)/30m×6.8(m) ＝ (t) N= (本)

切梁重量： 0.17(t/30m)/30m×6.8(m) ＝ (t) N= (本)

(t)

運搬費　02_DCIPφ500布設工にて計上

賃料日数

矢板： L=2.0m 10 日 * 1.293 t ＝ （t・日）

L=2.5m 11 日 * 1.605 t ＝ （t・日）

（t・日）

腹起し： L=2.0m 10 日 * 4 本 ＝ （本・日）

L=2.5m 11 日 * 8 本 ＝ （本・日）

計 （本・日）

切梁： L=2.0m 10 日 * 4 本 ＝ （本・日）

L=2.5m 11 日 * 8 本 ＝ （本・日）

計 （本・日）

40

88

128

30.59

40

88

128

12.93

17.66

8

8

4

4

6.85

5.664 2.0

1.9

6.80

7.08 2.5

1.158

0.17

0.579

0.085

1.293

0.132

0.019

1.4

1.605

0.262

0.039
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かんたん側溝材料 数量計算書
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05_側溝布設工数量計算書

レベル3（種別） レベル4（細別） レベル5（規格） 単位 数量 内訳数量表　別紙

側溝工

自由勾配側溝 500*500購入済 機労 かんたん側溝同等品 m 19.5

材料（一部経費対象） L=2000 545kg 本 7.0

L=1500 409kg 本 3.0

L=1000 273kg 本 1.0

500*500新規購入 かんたん側溝同等品 L=2000 545kg m 4.0

500*400新規購入 かんたん側溝同等品 L=2000 490kg m 26.0

側溝蓋 グレーチング購入済 機労 枚 39.0

材料（一部経費対象） 枚 39.0

グレーチング新規購入 蓋板 枚 60.0

運搬費

未使用材料運搬 運搬費 側溝+蓋 t 6.06

数　量　区　分
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数量算出用図面<購入済分>

50 750 50

850

50
以

上 5
00 7
05

3
0

10
0

8
0

12
5

60 5 60 60560500

750

基礎砕石
RC-40

敷モルタル

インバートコンクリート
σck=18N/㎜2

側溝 500×500 L=2000

〔二次製品〕

グレーチング蓋・かさ上げ側溝用
W=500・T-14・普通目

側溝標準図

1：3

8
35
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【1箇所当り】

かんたん側溝数量表

× L = 購入済

L = 購入済

L = 購入済

L = 購入済

・インバートコンクリート（σck=18N/mm2）

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

t2 = mm 底版底穴体積 m
3
/2.0m製品

×

・敷きモルタル(1：3)

× × =

・基礎砕石（RC-40）t=100mm

× =

1.227

落とし蓋用側溝

7かんたん側溝 w500 500 500 2000

500

1000

" 409kg/1.5m FNV1 1500 3

2.000

500 500 m3

m
3

m
3

0.850

計　　算　　式

側 溝 数 量 計 算 書<購入済分>

名称 規格サイズ

500

0.500

運搬重量(t)参考重量数量 単位

0.119 0.110

0.128 0.119500

500 0.137

500

1.500

幅(m)

かんたん側溝 計　　算　　式

サイズ

500

500 500 0.101

500

500 2.000

0.128

0.110500 0.101

0.500

500

0.500

2.0000.092 0.500

500 500

0.500

0.078

0.084

0.500

0.500

m
2 16.58

1.079

延長(m)

計　　算　　式

幅(m)

m
3

基礎砕石数量

合　　　計

延長(m)

19.500

m3/10m 0.553基礎+底部Co設計数量

0.605

単位

厚み(m)
単位

0.047m
3

m
3

m
3

個

0.106

単位 ｺﾝｸﾘｰﾄ数量
延長(m)

545kg/2.0m 3.815

0.133

1 " 273kg/1.0m

0.097

1.500

0.038

m
3

枚 19kg/枚

0.273

0.061

m
3

39

m
3

0.084 0.078

高さ(m)

2.000

2.000

2.000

0.088

0.124

0.115

6.056

0.741

重量計

グレーチング蓋
かさ上げ側溝用(T-14,普通

目)
B500用

0.500

基礎+底部Co設計数量（1m製品）

14.000

4.500

基礎+底部Co設計数量（2m製品）

基礎+底部Co設計数量（1.5m製品）

1.000

m3/10m

m3/10m

m3/10m

0.414

0.458

0.152m
3

m
3 0.152

小　　　計

÷

0.065

0.750 0.030 19.500

0.074

19.500

m
3 0.439

幅(m)
モルタル数量

500

0.500

500

500 0.074 0.050

0.084

0.0156 2.0 =

2.000

1.500

19.500 m
3

m
3

500 500 0.092

0.927小　　　計

DNV1 500×500 80 0.0156

0.050 0.500

0.065

1.000

m
3 0.043

0.500 0.075

500 500
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インバートコンクリート
σck=18N/㎜2

敷モルタル t=30

1:3 基礎砕石 t=100
RC-40

側溝 500×400 L=2000
〔二次製品〕

グレーチング蓋・かさ上げ側溝用

W=500・T-14・普通目
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かんたん側溝数量表

× L =

× L =

L =

・インバートコンクリート（σck=18N/mm
2
）

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 3 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

× （ ＋ ） ／ 2 × × =

t2 = mm 底版底穴体積 m
3
/2.0m製品

×

・敷きモルタル(1：3)

× × =

・基礎砕石（RC-40）t=100mm

× =

m3/10m 0.613

基礎+底部Co設計数量（H400製品） 26.000 m3/10m 0.581

基礎+底部Co設計数量（H500製品） 4.000 m3/10m 0.818

0.850 30.000 m
2 25.50

0.750 0.030 30.000 m3 0.675

計　　算　　式
単位 基礎砕石数量

幅(m) 延長(m)

計　　算　　式
単位 モルタル数量

幅(m) 厚み(m) 延長(m)

合　　　計

基礎+底部Co設計数量

m
3 1.839

m
3 0.234

小　　　計 m
3 0.234

30.000 0.0156 ÷ 2.0 =

DNV1 500×500 80 0.0156

m
3 0.131

小　　　計 30.000 m
3 1.605

500 400 0.128 0.133 0.500 2.000

m
3 0.121

500 400 0.123 0.128 0.500 2.000 m
3 0.126

500 400 0.118 0.123 0.500 2.000

m
3 0.111

500 400 0.113 0.118 0.500 2.000 m3 0.116

500 400 0.108 0.113 0.500 2.000

m
3 0.102

500 400 0.104 0.108 0.500 2.000 m
3 0.106

500 400 0.099 0.104 0.500 2.000

m
3 0.092

500 400 0.094 0.099 0.500 2.000 m
3 0.097

500 400 0.089 0.094 0.500 2.000

m
3 0.082

500 400 0.084 0.089 0.500 2.000 m
3 0.087

500 400 0.079 0.084 0.500 2.000

m3 0.064

500 400 0.069 0.079 0.500 2.000 m
3 0.074

500 400 0.058 0.069 0.500 2.000

m
3 0.143

500 500 0.148 0.158 0.500 2.000 m
3 0.153

500 500 0.137 0.148 0.500 2.000

かんたん側溝 計　　算　　式
単位 ｺﾝｸﾘｰﾄ数量

サイズ 高さ(m) 幅(m) 延長(m)

グレーチング蓋 B500用 500 60 枚 かさ上げ側溝用(T-14,普通目)

 FNV1 500 500 2000 2 "

かんたん側溝 w500 500 400 2000 13 個 490kg/2.0m 落とし蓋用側溝

545kg/2.0m 落とし蓋用側溝

側 溝 数 量 計 算 書<追加分>

【1箇所当り】

名称 サイズ 規格 数量 単位 参考重量 備考
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側溝布設工 数量計算書
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05_側溝布設工数量計算書

レベル3（種別） レベル4（細別） レベル5（規格） 単位 数量 内訳数量表　別紙

作業土工

床掘 小規模 床掘 m3 52.7

埋戻 小規模 埋戻 m3 17.0

発生土処理 現場→処分場 m3 35.0

交通管理工

交通誘導警備員 交通誘導警備員B 人 16.0

数　量　区　分
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形　　状＝ □500×500

掘削機種＝ 0.28

掘削幅

掘削幅 の内

平均 表層 既設AS

掘削深 路盤 As表層 L型側溝 （G） RC-40 t=100mm 側溝 基礎砕石 （J)

下流 下流 t1 （E） （F） A*（B* （I） （H） （J) A*(B*(C-t1

上流 上流 ｔ2 t1 * D C-E-F） 0.85*A 舗装0.25m以深 -t2)-H-J)

mm m m m m m m m m2 m2 m3 m2 m2 m2 m3

No.2 0.84 0.05

No.3 As5-10-10 □500×500 2.46 2.46 1.35 0.84 0.84 0.20 1.35 0.068 2.62 2.09 0.368 0.085 0.85

No.3 0.84 0.05

No.4 As5-10-10 □500×500 5.37 5.37 1.35 0.84 0.84 0.20 1.35 0.068 5.72 4.56 0.368 0.085 1.84

No.4 0.84 0.05

No.5 As5-10-10 □500×500 10.42 10.42 1.35 0.84 0.84 0.20 0.93 0.047 0.063 10.67 8.86 0.368 0.085 3.58

No.5 0.84 0.05

No.5+4.0 As5-10-10 □500×500 4.00 4.00 1.35 0.84 0.84 0.20 1.35 0.068 4.26 3.40 0.368 0.085 1.37

No.5+4.0 0.74 0.05

No.6 As5-10-10 □500×400 26.00 26.00 1.35 0.74 0.74 0.20 1.35 0.068 24.21 22.10 0.293 0.085 7.37

No.6 0.74 0.05 m3 m3

No.5+1.0 As5-10-10 妻壁コンB 1.00 1.00 1.35 0.74 0.74 0.20 1.35 0.068 0.93 0.095 0.021 0.55

No.2 0.84 0.05

No.7 As5-10-10 □500×500 4.04 4.04 1.35 0.84 0.84 0.20 1.35 0.068 4.31 3.43 0.368 0.085 1.39

53.29 53.29 52.72 44.44 16.95

側溝布設 m3

52.70 + 1.17 53.9

m3 地山

V = 17.0 18.9

m3

V = 53.9 －(17.0 /0.9) 35.0

※敷モルタル及基礎砕石は別途計上

(1.35-0.93)×0.15

舗装本復旧

測

点

間

延

長

埋戻土量
（発生土）

（A）

基礎砕石
掘削深 舗装厚土

工

延

長

06_妻壁コン
にて計上

側溝布設工 数量計算書

埋戻し
控除面積

掘削土量
測

点

番

号

舗

装

種

別

側

溝

形

状

土

工

掘削+床掘

埋　　戻

残　　土

（C） （D）（B）

発生土

掘削控除面積

m3BH
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BH0.08 BH0.13 BH0.28 BH0.45 BH0.08 BH0.13 BH0.28 BH0.45 BH0.08 BH0.13 BH0.28 BH0.45

t≦15cm
B<1.4 As5cm As5cm As5cm As5cm As3cm As3cm As3cm As3cm

As 3cm
既設 既設 既設 既設 仮舗装 仮舗装 仮舗装 仮舗装 掘削土量 掘削土量 掘削土量 掘削土量

L B C C×L Ｄ D×L Ｅ E×L D×L D×L×0.02

（m） （m） （箇所） （m） （m） （m2） （m） （m2） （m2） （m2） （m2） （m2） （m2） （m2） （m2） (m3) (m3) (m3) (m3)

No.2

側溝 No.3 2.46 As5-10-10 車道 1.35 2 4.92 0.60 1.48 1.05 2.58 1.48 0.03

No.3 片側

側溝 No.4 5.37 As5-10-10 車道 1.35 1 5.37 0.60 3.22 1.05 5.64 3.22 0.06

No.4 片側

側溝 No.5 10.42 As5-10-10 車道 1.35 1 10.42 0.60 6.25 1.05 10.94 6.25 0.13

No.5 片側

側溝 No.5+4.0 4.00 As5-10-10 車道 1.35 1 4.00 0.60 2.40 1.05 4.20 2.40 0.11

No.5+4.0 片側

側溝 No.6 26.00 As5-10-10 車道 1.35 1 26.00 0.60 15.60 1.05 27.30 15.60 0.70

No.6 片側 1+端部1

妻壁コン No.5+1.0 1.00 As5-10-10 車道 1.35 1 2.00 0.60 0.60 1.05 1.05 0.60 0.03

No.2

側溝 No.7 4.04 As5-10-10 車道 1.35 2 8.08 0.60 2.42 1.05 4.24 2.42 0.11

小計 53.29 60.79 31.97 55.95 31.97 1.17

舗 装 版 撤 去 工 及 び 仮 舗 装 工 数 量 計 算 書　　（残土処分以外11_舗装復旧工・区画線工にて計上）

路

線

番

号

測

点

番

号

区

間

延

長

舗装種別 本

管

掘

削

幅

舗

装

切

断

箇

所

仮舗装
舗装版破砕工(=路盤工)

本復旧時
舗装のための掘削　t=2cm

As5-10-10

1.35-
0.75
(掘削幅
-側溝B）

舗装切断
仮

舗

装

幅

本復旧時掘削時

掘

削

時

舗

装

版

破

砕

幅

（北側舗装版切断
はボックスカルバー
トにて計上）

（東側舗装版切断
はボックスカルバー
トにて計上）

（東側舗装版切断
はボックスカルバー
トにて計上）

1.35-
0.30
掘削幅-
側溝ｴﾌﾟﾛ
ﾝ幅
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工程表（素掘り）

◎転用回数 1回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎人孔全体数 3基 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L=52.29m ◎転用回数（水替路線） 2回
1基
2基
基

◎算出諸元
水替 MH（基） 集水桝 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 砕石基礎 発生土埋戻工（m3） 備考
有無 集水桝□800 集水桝□600 組立1号 （m） （m） （m） BH0.13m3 BH0.28m3 BH0.45m3 （m2） BH0.13m3 BH0.28m3 BH0.45m3
有り №2～№3 1 1 2.46 1.50 1.35 2.62 2.09 0.85
有り №3～№4 1 5.37 4.50 1.35 5.72 4.56 1.84
有り №4～№5 10.42 10.00 1.35 10.67 8.86 3.58
有り №5～№6 30.00 30.00 1.35 4.26 3.40 1.37

有り №2～№7 4.04 3.50 1.35 4.31 3.43 1.39

計 1 2 52.29 49.50 27.6 22.3 9.0

細目 全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数 出典元
全体/転用回数

R4下歩掛P.16

R4下歩掛P.16
BH0.28m3 27.6 m3 27.6 m3 32 m3 0.86 日　　　= 1.5 日

R4下歩掛P.16

～1000kg 49.50 m 49.5 m 27 m 1.83 日　　　= （ 3.1 日 ）

（ 2.0 日 ）

5.1 日

集水桝□800 1 基 1.0 基 11 基 0.09 日　　　= 0.2 日
数量計上は
08_集水桝による 集水桝□600 2 基 2.0 基 29 基 0.07 日　　　= 0.1 日

組立1号MH 0 基 0 基 4 基 0 日　　　= 0 日

BH0.13m3 0 m3 0 m3 36 m3 0 日　　　= 0.0 日

BH0.28m3 9 m3 9 m3 36 m3 0.25 日　　　= 0.4 日

BH0.45m3 0 m3 0 m3 36 m3 0 日　　　= 0 日

※R4土積算→土木工事積算 積算基準書 R4.8広島県
※R4下歩掛→下水道用設計標準歩掛表R4年度－第1巻 管路－
※2015下水積算→2015下水道用設計積算要領－管路施設(開削工法)編

【工程表】

(0.8日) (0.7日)

掘削 1.5 日 0日 1.5日

(2.6日) (2.5日)

側溝布設 5.1 日 0.8日 5.9日

(0.2日) (0.1日)

桝設置 0.3 日 3.4日 3.7日

(0.2日) (0.2日)

発生土埋戻 0.4 日 5.9日 6.3日

延　  長L＝ 52.29m
全体工期 6.3日 ×1回 = 6.3日 = 7日 7日

交通整理員 6.3日/1.70 = 3.7日 = 4日 4日 16人

合計

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

・掘　　削

・集水桝設置

・発生土埋戻

R5土積算P.Ⅰ-167
 　(集水桝+基礎砕
R5土積算P.Ⅰ-167
 　(集水桝+基礎砕
2015下水積算-P.349
　(世話役の値1/0.25=4)

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

自由勾配側溝

基礎コンクリート養生

工　　種

L=52.29m

路線番号

　集水桝□800 H2000 2001kg
　集水桝□600 H800 500kg    
　組立1号MH
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妻壁コンクリート工　数量計算書
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【1箇所当り】

A    H=735 

B    H=635

名　称 種　別 単位 数　量

コンクリート σck=18N/mm2

妻壁コンクリートＡ 0.110 m3

妻壁コンクリートB 0.095 m3

合計 0.205 m3 0.21

型　枠 小型構造物

妻壁コンクリートＡ (0.20+0.75+0.20)×0.735+(0.50×0.625)= 1.158 m2

妻壁コンクリートB (0.20+0.75+0.20)×0.635+(0.50×0.525)= 0.993 m2

合計 2.151 m2 2.15

砕石基礎 RC-40, t=10cm

妻壁コンクリートＡ 0.25×0.85 = 0.213 m2

妻壁コンクリートB 0.25×0.85 = 0.213 m2

合計 0.426 m2 0.43

交通誘導警備員 1日*3人 人 3.00

0.20×0.75×0.735=

0.20×0.75×0.635=

妻壁コンクリート工 数量計算書

算　出　式

50 750 50
850

7
35

750

基礎砕石
RC-40

10
0

200

基礎砕石
RC-40

50

妻壁コンクリートＡ
σck=18N/㎜2

8
50

7
50

5
0

50

妻壁コンクリートＡ,Ｂ
σck=18N/㎜2

250

Ａ

Ａ

Ａ－Ａ

側溝

200

基礎砕石
RC-40

50

妻壁コンクリートＢ
σck=18N/㎜2

85
0

7
50

5
0

5
0

250

Ａ

Ａ

側溝
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DCIPφ500管材料 数量計算書
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圧送管数量集計表
レベル3 レベル4 レベル5

種　　別 細　　別 規　　格

ダクタイル鋳鉄管布設工

機械 埋設： 115.590

管吊り込み据付 呼径500 ｍ 115.59

伸縮可とう管設置工 呼径500　FxF 基 1

V0207（機労,F1707,F1807）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ工 呼径500 ｍ 115.59 コードsq054をもとに特単計上

粉体塗装管用

F1707 ポリエチレンスリーブ 呼径500 L=6m ｍ 151

F1807 同上固定バンド 個 177

V0117(F0007-F1907材料支給) NS形　呼径500

F0007 ダクタイル鋳鉄管 直管　S種 本 14

NS形　呼径500

F0207 直管　S種　切管用 本 4

NS形　呼径500

F0407 曲管　90° 個 2

NS形　呼径500

F0607 曲管　45° 個 2

NS形　呼径500

F0807 曲管　45°　両受 個 2

NS形　呼径500

F1107 曲管　5°5/8 個 1

NS形　呼径500

F1207 短管2号　7.5k 個 1

呼径500　100mm偏心用

F1907 ゴム可とう管 低圧　両フランジ　7.5k 個 1

NS形　呼径500

F1307 継輪 個 2

スクラップ 鉄屑(ヘビーH1)

T100E007 ダクタイル鋳鉄管 残管（新管） ｔ -0.45

継手工

7.5k

フランジ継手工 呼径500 箇所 2

NS形継手工 呼径500 箇所 26 直管・異形管合計（同額）

ライナ使用

NS形継手工 呼径500 箇所 5

切断・溝切2工程

鋳鉄管切断・溝切り加工 呼径500 箇所 8 パイプ切削切断機

溝切り加工 呼径500 箇所 2 溝切加工のみ

NS形継手挿口加工 呼径500 箇所 9 リベット式

V0007材料支給(F1507,1607,2007,2107)

F1507 ライナ NS形　呼径500 個 5

NS形　呼径500

F1607 挿口リング リベット式 個 7

（V0007に含まず）

〃 〃 〃 2

F2007（GF）F2107（RF） フランジ接合材料 呼径500　7.5k　SUS 組 2

管明示シート工

天端明示有り

管明示テープ工 呼径500　 ｍ 346.97

管明示シート工 ｍ 115.96

346.974/20m=

F2407 管明示テープ 幅3㎝　20ｍ/巻 巻 18 17.35

115.962/50m=

F2507 管明示シート 50ｍ/巻 巻 3 2.32

未使用材料運搬

管渠等 t 14.39

GF*1,RF*1

埋設配管用

埋設配管用

埋設配管用

内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装

埋設配管用

内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装

埋設配管用

埋設配管用

単位 数　量 摘　要

m当り=7.5×1.050/6=1.31m

1.31*スリーブ延長

m当り=(4×1.050+5)/6=1.53組

1.53*スリーブ延長

埋設配管用

埋設配管用

購入要
否

要購入

要購入

購入済

購入済

購入済

購入済

購入済

購入済

購入済

要購入

購入済

購入済

購入済

購入済

要購入

要購入

要購入
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材料調書（放流管）

未施工分
運搬重量
（kg ）

 布 設 長  布 設 長  布 設 長  布 設 長  布 設 長  布 設 長  布 設 長  布設長 
ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ （ｍ）

ダクタイル鋳鉄管 m当り重量
NS形　直管 φ500 6.000 11 66.000 3 18.000 14 84.000 9,366 111.5
ダクタイル鋳鉄管
NS形　直管 (外面塗装CC) φ500 露出配管 6.000
ダクタイル鋳鉄管 ① ② ③ ④ 切管調書より
NS形　直管　切管(甲) φ500 1 2.841 1 4.480 1 5.363 1 2.265 4 14.949 2,806
ダクタイル鋳鉄管
NS形　直管　切管(甲) (外面塗装CC) φ500 露出配管

個当り重量
ライナ φ500 0.068 1 0.068 1 0.068 1 0.068 1 0.068 1 0.068 5 0.340 157 31.3
ダクタイル鋳鉄管 ⑩ A 挿R*2 ④G 挿R*2 ⑪ B②C 挿R*1*2
NS形　直管　切管(乙) φ500 1 1.725 1 2.000 2 5.111 4 8.836 切管(甲)にて計上
挿口リング 個当り重量
リベット式 φ500 1 1 2 1 2 2 9 11 1.5
ダクタイル鋳鉄管 個当り重量
NS形　曲管　90° φ500 1.360 1 1.360 1 1.360 2 2.720 576 288.0
ダクタイル鋳鉄管
NS形　曲管　90°(外面塗装CC) φ500 露出配管 1.360
ダクタイル鋳鉄管 個当り重量
NS形　曲管　45° φ500 0.795 1 0.795 1 0.795 2 1.590 446 223.0
ダクタイル鋳鉄管
NS形　曲管　45°(外面塗装CC) φ500 露出配管 0.795
ダクタイル鋳鉄管 個当り重量
NS形　曲管　45°(両受) φ500 0.550 1 0.550 1 0.550 2 1.100 528 264.0
ダクタイル鋳鉄管
NS形　曲管　22°1/2 (両受) φ500 0.340
ダクタイル鋳鉄管
NS形　曲管　11°1/4 φ500 0.785
ダクタイル鋳鉄管 個当り重量
NS形　曲管　5°5/8 φ500 0.785 1 0.785 1 0.785 225 225.0
ダクタイル鋳鉄管 個当り重量
NS形　短管2号 φ500　7.5k 0.750 1 0.750 1 0.750 164 164.0
ダクタイル鋳鉄管
NS形　継輪 φ500 0.260 1 0.260 1 0.260 2 0.520 
ダクタイル鋳鉄管
NS形　F付T字管 (外面塗装CC) φ500×75　7.5k 露出配管 0.790

【合計】 3.659 5.908 0.795 2.275 72.791 5.388 24.774 115.590 

φ500　10k 1.550
ゴム可とう管 個当り重量
偏心量100mm用　両フランジ φ500　10k 0.600 1 0.600 1 0.600 110 110.0

フランジ接合材料 φ500　10k 2 2

フランジ接合材料 φ75　7.5k

【合計】 0.600 0.600 

下水道用空気弁 φ75　7.5k

補修弁 φ75　7.5k

【合計】 14,388

布設工

【ダクタイル鋳鉄管布設工】

管吊り込み・据付 φ500 機械 埋設 3.659 5.908 0.795 2.275 72.791 5.388 24.774 m 115.590 

管吊り込み・据付 φ500 機械 露出 m

フランジ継手工 φ500　7.5k 2 箇所 2 

※空気弁設置箇所(1口)を除く※空気弁設置工に含む

フランジ継手工 φ75　7.5k 箇所

NS形継手工 φ500 1 1 2 12 3 7 箇所 26 

NS形継手工 φ500 ライナ使用 1 1 1 1 1 箇所 5 

NS形継手挿口加工 φ500 NS形 ﾘﾍﾞｯﾄ式 1 1 2 1 2 2 箇所 9 
※切管調書より

鋳鉄管切断・溝切り加工 φ500 パイプ切削切断機 箇所 8 
※切管調書より

溝切り加工 φ500 パイプ切削切断機 箇所 2 

ポリエチレンスリーブ工 φ500 ※埋設区間 3.659 5.908 0.795 2.275 72.791 5.388 24.774 m 115.590 

管明示テープ工 φ500天端テープ ※埋設区間 3.659 5.908 0.795 2.275 72.791 5.388 24.774 m 115.590 

胴巻テープ箇所 4 5 1 2 49 9 23 箇所 93 
管外径

テープ数量 m 346.974 1 2.5

【鋼管布設工】
※ゴム可とう管含む

管吊り込み・据付 φ500 機械 0.600 m 0.600 

【管明示シート工】
※埋設区間

管明示シート工 φ500 水平延長 4.814 5.628 0.562 2.555 72.511 5.388 24.504 m 115.962 

区間数量 区間数量 区間数量 区間数量 区間数量

IP.7+19.99

IP.5 IP.6IP.3
～ ～～

IP.4
～
IP.5

　　管　　　種　 摘　　要

BP+2.300
～
IP.1 IP.2 IP.3

～ ～

区間数量

IP.1 IP.2

区間数量

IP.6

数量

切断・溝切2工程

IP.4

IP.1 IP.2 IP.6 IP.7+19.99
　　管　　　種　  形状寸法 摘要

単位延長
(有効長)

BP+3.850

IP.3 IP.4
～ ～

IP.3

数量数量

IP.1 IP.2

数量 数量 数量 数量

～
IP.4
～
IP.5

IP.5 IP.6
～ ～ ～

今回施工分

　計（ｍ）

数量

単位 数量

今回施工分

　計（ｍ）

箇所当り数
量
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切管材料表 日本ダクタイル鉄管協会：最小切管長 甲切管L=0.910ｍ，乙切管L=1.010mm

管材： L= 6.000 ｍ

小計

2.841 残管 (2.425) 延長 2.425 5.266 0.734 1 1

4.480 残管 1.042 延長 1.042 5.522 0.478 2 2

5.363 残管 延長 5.363 0.637 1 1

2.265 残管 2.000 (1.307) 延長 3.307 5.572 0.428 2 1 1

(1.224) 残管 1.725 (1.069) 延長 2.794 4.018 1.982 1 1 2

(1.635) 残管 4.069 延長 4.069 5.704 0.296 1 1

()カッコつき :前回使用管材

スクラップ重量(t)

小 計 13.637 31.445 4.555 8 2 8 @0.099t/m 0.451

浄化センター→現場　切管運搬重量(t) (甲切 + 乙切 8.836 +残管 4.555 2.806

使用しないものの加工無し

溝切り
箇所

加工無し

加工無し

2.841 (2.425)
①

切用直管

挿し口
加工数

形状

ダクタイル鋳鉄管　呼び径500mm　NS形

No. 概　略　図 項目
甲切管 乙切管（ｍ） 合計

（ｍ）
残管
（ｍ）

切断・
溝切り
箇所

備考
（ｍ） 1 2 3 4

E

形状

C

4.480 1.042

③

切用直管

②

切用直管

形状

5.363
G D

形状

2.265 2.000 (1.307)
④

(1.224) 1.725 (1.069)

⑪

B

⑩

A F
形状

形状

(1.635) 4.069

17.808 使用本数　：

14.949 )*0.099=

6本
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集水桝 数量計算書
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集水桝集計表

細別・規格 単位 Ａ Ｂ 合計

桝深(m) 1.600 0.557

集水桝(二次製品)(購入済) □800×800×2000 基 1 1

〃 □600×600×800 基 2 2

T-25･普通目･110°開閉 個 1 1

T-25･普通目･110°開閉 個 2 2

足掛金物 桝専用ステップ 個 6 6

インバートコンクリート σck=18N/mm2 m3 0.17 0.06 0.23

基礎コンクリート σck=18N/mm2 m3 0.14 0.18 0.32

基礎コンクリート　型枠 m2 0.47 0.74 1.21

RC-40 t=100mm m2 1.39 1.74 3.13

2001kg 箇所 1 1

500kg 箇所 2 2

t 2.00 1.00 3.00

集水桝据付工 □600×600×800

未使用材料運搬

集水桝据付工 □800×800×2000

種　　別

ﾏｽ専用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 □800×800用(ｺﾞﾐかご付)

ﾏｽ専用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 □600×600用(ｺﾞﾐかご付)

基礎砕石
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【1箇所当り】

種　別 算 出 式 単位 数　量

■材料 桝深 h = ＝ 1.600 m

ＮＫマス２型
(二次製品)

□800×800×
2000

N = 参考重量2001kg ＝ 1 基 1

ﾏｽ専用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(ゴ
ミかご付）

T-25･普通目･
110°開閉

N = ＝ 1 個 1

足掛金物 桝専用ｽﾃｯﾌﾟ N = ＝ 6 個 6

■底版ｺﾝｸﾘｰﾄ

コンクリート σck=18N/mm2 V = 0.92^2×0.20 ＝ 0.169 m3 0.17

■基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

コンクリート σck=18N/mm2 V = 1.18^2×0.10 ＝ 0.139 m3 0.14

型枠 A = 1.18*4*0.1 ＝ 0.472 m2 0.47

■基礎砕石

再生砕石t=100 RC-40 A = 1.18×1.18 ＝ 1.392 m2 1.39

■集水桝据付工

集水桝
□800×800×2000

桝深=1.600m N = ＝ 1 個所 1

集水桝Ａ

細別・規格
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【1箇所当り】

種　別 算 出 式 単位 数　量

■材料 桝深 h = ＝ 0.557 m

ＮＫマス２型
(二次製品)

□600×600×
800

N = 参考重量500kg ＝ 1 基 1

ﾏｽ専用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋
(ゴミかご付）

T-25･普通目･
110°開閉

N = ＝ 1 個 1

■底版ｺﾝｸﾘｰﾄ

コンクリート σck=18N/mm2 V = 0.70^2×0.05 ＝ 0.025 m3 0.03

■基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

コンクリート σck=18N/mm2 V = 0.93^2×0.10 ＝ 0.086 m3 0.09

型枠 A = 0.93*4*0.1 ＝ 0.372 m2 0.37

■基礎砕石

再生砕石t=100 RC-40 A = 0.93×0.93 ＝ 0.865 m2 0.87

■集水桝据付工

集水桝
□600×600×800

桝深=0.557m N = ＝ 1 個所 1

集水桝Ｂ

細別・規格
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組立2号マンホール 数量計算書
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【1箇所当り】

種　別 算 出 式 単位 数　量

■材料 組立2号マンホール マンホール深 h = ＝ 1.785 m

斜壁ブロック
φ1200×600×
300Ⅰ種

N = ＝ 1 個 1

管取付壁ブロック
φ1200×1500
Ⅰ種

N = ＝ 1 個 1

調整リング φ600×150 N = ＝ 1 個 1

調整金具 t=25mm N = ＝ 1 個 1

マンホール
鉄蓋φ600

T-14　受枠共 N = ＝ 1 組 1

底版ブロック
φ1450×150
Ⅰ種

N = ＝ 1 個 1

■削孔費 2号（1種） FRPMφ600用 N = ＝ 1 個所 1

※流出口分は製品価格に含む

■基礎砕石

再生砕石t=150 RC-40 A = π/4×1.45^2 ＝ 1.651 m2 1.65

■組立マンホール設置工

組立2号マンホール
マンホール深
=1.785m

N = マンホール深さ4ｍ以下 ＝ 1 個所 1

■交通誘導警備員

マンホール深さ1.5～2.0ｍ 0.12日→切り上げ N = 3人/日 ＝ 3 人 3

№2マンホール工

細別・規格
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舗装復旧工　数量計算書
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11_舗装復旧工・区画線工

種別
02_DCIP
φ500布
設工

03_FRPM
φ600mm
布設工

05_側溝
布設工

15_既設
水路復旧

工
単位

◆舗装取壊し工

◎ 舗装切断 　

掘削時
t=15cm以下

17.70 60.79 10.00 = 88.49 ｍ 88.5

本復旧時
t=15cm以下

①4.00 + ②3.70 + ③4.30 +④5.50 = 17.50 ｍ 17.5

合計 = 105.99 ｍ 106.0

◎ 舗装版破砕

掘削時
既設As,t=5cm

140.15 11.95 55.95 16.06 = 224.11 m2 224.1

本復旧時
仮舗装As,t=3cm

200.48 11.95 31.97 15.40 = 259.80 m2 259.8

本復旧時
既設As,t=5cm

= 485.55 m2 485.6

合計 = 969.46 m2 969.5

◎ ガラ処分 = 43.28 m3 43.3

t 101.8

◆舗装復旧工

（別紙計算書より）

◎ 表層工
再生密粒アスコン(PK3)
t=3cm

140.15 11.95 31.97 15.40 = 199.47 m2 199.5

◎ 上層路盤工
粒度調整路盤
 RM-30 12cm

表層工と同面積 = 199.47 m2 199.5

◎ 下層路盤工
切込砕石路盤
RC-40 10cm

表層工と同面積 = 199.47 m2 199.5

（舗装復旧平面図より）

◎ 表層工
再生密粒アスコン(PK3)
t=5cm

= 746.10 m2 746.1

◎ 不陸整正 （表層工）-（上層路盤工） = 682.30 m2 682.3

◎ 上層路盤工
粒度調整路盤
RM-30 10cm

(図面23より)29*2.2 = 63.80 m2 63.8

◎ 下層路盤工
切込砕石路盤
RC-40 10cm

= 63.80 m2 63.8

◎ 掘削工 3.99 0.23 1.17 0.32 +路盤復旧63.8*0.2 = 18.47 m3 18.5

土砂運搬・処分 路盤復旧以外は各計算書で計上 = 12.76 m3 12.8

◆区画線
実線　W=15cm
（白色）

73.90 + 6.70 + 74.90 ＝ ｍ 155.50

破線　W=15cm
（白色）

52.70 + 54.60 ＝ ｍ 107.30

矢印・記号・文字
W=15cm換算（白色）

1.50 + 5.70 ＝ ｍ 7.20

◆薄層カラー舗装
樹脂系すべり止め舗装工

RPN-301
5.80 m2 5.80

(舗装全体)-(仮舗装t=3cm)-(追加側溝L=31m)＝768.6-259.8-0.75*31

(舗装全体)-(追加側溝L=30m)＝768.6-0.75*30

　埋戻時

　本舗装

名称 算出式 数量

（舗装復旧平面図より）
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数量
日当たり
施工量

配置人数

※布設時掘削・床掘～路床埋戻は別計上

m 106.0 230 0.5

舗装版破砕 アスファルト舗装版 ～15cm m2 969.5 510 1.9

舗装版破砕 m2 0.0 23 0.0

埋戻時

　埋戻下層路盤工 m2 199.5 268 0.7

上層路盤工 歩道用 m2 199.5 268 0.7

　下層路盤表層 m2 199.5 250 0.8

本復旧

　掘削 m3 18.5 37 0.5

　不陸整正 m2 682.3 1,510 0.5

　埋戻下層路盤工 m2 63.8 830 0.1

上層路盤工 車道用 m2 63.8 830 0.1

　下層路盤表層 m2 746.1 2,300 0.3

区画線 実線　W=15cm m 155.5 1,000 0.2

破線　W=15cm m 107.3 900 0.1

矢印・記号・文字 m 7.2 400 0.1

薄層カラー舗装 m2 5.8 250 0.1

6.6

7.0

28.0合計人数 日あたり4人

合計日数

平均幅員3.0m～

RPN-301

切り上げ

車道用

交通誘導警備員

細　　　別 規　　　格 単位

小規模土工

　舗装版切断 アスファルト舗装版 ～15cm

歩道用

平均幅員～1.4m
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既設側溝撤去工　数量計算書
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【1箇所当り】

名　称 種　別 単位 数　量

コンクリート撤去工 無筋 0.20×0.30×41.60= 2.496 m3 2.50

コンクリートｶﾞﾗ処分 同上 2.496 m3 2.50

【合計】 撤去工 L型

L型側溝復旧工

コンクリート
ｴﾌﾟﾛﾝ部分
σck=18N/mm2 m3 1.62

同上型枠 小型 m2

コンクリート撤去工 2.50 1.62 m3 4.12

コンクリート殻処分 t 9.68

交通誘導警備員 人 3.00

算　出　式

コンクリート撤去工 数量計算書
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【1箇所当り】

名　称 種　別 単位 数　量

【L型側溝撤去工】

コンクリート撤去工
ｴﾌﾟﾛﾝ部分
無筋 {（0.11+0.15)×0.30÷2 } ×41.60 = 1.622 m3 1.62

コンクリートｶﾞﾗ処分 同上 1.622 m3 1.62

【L型側溝復旧工】

コンクリート
ｴﾌﾟﾛﾝ部分
σck=18N/mm2 {（0.11+0.15)×0.30÷2 } ×41.60 = 1.622 m3 1.62

同上型枠 小型 (0.11+0.15)×41.60 = 10.816 m2

（構造物があるため型枠なし）

算　出　式

L型側溝撤去・復旧工 数量計算書
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薬液注入工 数量計算書
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薬液注入工

数 量 算 出 用 図 面 

二重管ストレーナ― 注入工配置図（10ｍ当り）

14_【2工区当初】薬液注入工（二重管ストレーナ複相式）数量計算書.xlsx



１本当り削孔長 １本当り １日当り １本当り １本当たり注入材料 施工本数 総　注　入　量

注  入  箇  所 粘性土 砂質土 レキ質土 削孔長 土被り長 施工本数 施工時間 １次注入 ２次注入 計 １次注入 ２次注入 計

ｍ／本 ｍ／本 ｍ／本 ｍ／本 ｍ／本 本／日 分／本 ㍑／本 ㍑／本 ㍑／本 本 ｋｌ ｋｌ ｋｌ

路線防護　2.30m×115.96ｍ 3.080 3.080 1.480 10.9 69.2 177 265 442 348 61.450 92.175 153.625

計 348 61.450 92.175 153.625

積算基準書Ⅱ-276より、
半径50m/回　＝直径100m/回

であれば移設不要
→L=115.96mより1回移設

注入設備移設

薬液注入工集計表（二重管ストレーナ工法）複相方式

348(本)/10.9(本/日)＝

32.0日

交通誘導員 3人/日

96.0人

※削孔長等について、積算上は小数第1
位まで
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間隙率 填充率 注入率 注入比率 注入率
土質 Ｎ値 ρ α １次 ２次 １次 ２次

㎡ (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%)
本

ｍ 平均Ｎ値 ｍ 粘性土① 0～4 70 40 28.0 1.0 1.0 14.0 14.0
粘性土① 0≦N<4 粘性土② 4～8 60 40 24.0 1.0 1.0 12.0 12.0
粘性土② 4≦N<8 粘性土③ 8～15

粘性土③ 8≦N<15 砂質土① 0～10 45 90 40.5 1.0 1.5 16.2 24.3
砂質土① 0≦N<10 砂質土② 10～30 45 90 40.5 1.0 2.5 11.6 28.9
砂質土② 10≦N<30 砂質土③ 30以上 35 90 31.5 1.0 3.5 7.0 24.5
砂質土③ 30≦N 砂礫土① 10～30 40 90 36.0 1.0 1.5 14.4 21.6
砂礫土① 10≦N<30 17 1.600 砂礫土② 30～50 40 90 36.0 1.0 1.5 14.4 21.6
砂礫土② 30≦N<50 砂礫土③ 50以上 35 90 31.5 1.0 1.5 12.6 18.9
砂礫土③ 50≦N ※注入比率は標準値である。

削孔長； 3.080 注入長； 1.600

注入諸元
(1) 機械準備時間　Ｔ1　（分／本） (3) 注入時間　Ｔ3　（分／本）

Ｔ1＝ 14.0（分／本） Ｔ3＝Ｑｓ ／ｑｓ＝ 442 ／  16.0
(2) 削孔時間　Ｔ2　（分／本） ＝ 27.6 （分／本）

Ｔ2＝Σ（γ1×Ｌ0）　（分／本） ｑｓ： 単位時間当り作業量　(16.0 l/m)
(4) 土被り引抜時間　Ｔ4　（分／本）

Ｔ4＝（削孔長－注入高）×γ2
土質名 γ1 削孔長 削孔時間    ＝（ 3.080 － 1.600 ） ×  2.0

(分/m) Ｌ0(m) Ｔ2(分)    ＝ 3.0 （分／本）
γ2： 土被り引抜の単位作業時間　(2.0 分/m)

粘性土 4.0 (5) １本当り施工時間　Ｔｓ　（分／本）
Ｔs＝Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

砂質土 5.0    ＝ 69.2 （分／本）
(6) ２セット１日当り施工本数　Ｎ　（本／日）

砂礫土 8.0 3.080 24.64  Ｎ＝（60×Ｈ）／Ｔｓ×2
   ＝ (60×6.3) ／ 69.2× 2 ＝ 10.9 （本／日）

計 3.080 24.64 Ｈ： 注入設備の１日当り実作業時間　(6.3 時間)

砂礫土 3.080

削孔時間算定表

注入面積 266.71

削孔長 52.992

土
質

粘性土

土
質

砂質土

施工時間の算出

注入本数(3本/m) 348

算　式 2.30×115.96

薬液注入工の計算（二重管ストレーナ複相方式）

入力シート
注入箇所 路線防護　2.30m×115.96ｍ
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注入箇所 ＜ 路線防護　2.30m×115.96ｍ ＞
薬液注入量（二重管ストレーナ複相方式）

Ｖ＝ｖ・ρ・α Ｑｓ＝ｖ1・λ・1000

Ｖ： 注入量 (kl) 注入面積 266.710 ｍ2 Ｑｓ： １本当り注入量 (l)
ｖ： 対象土量 (ｍ3) １本当り注入面積 0.766 ｍ2 ｖ1： １本当り対象土量 (ｍ3)
ρ： 間隙率 注入本数 348 本 ｖ1＝１本当り注入面積×注入高
α： 填充率 λ： 注入率　（λ＝ρ・α）

土質名 平均 対象土量 注入高 間隙率 填充率 注入率 注入率 注入量 １本当り注入量 摘要
Ｎ値 ｖ1(m3) ｈ ρ α λ １次 ２次 １次注入２次注入 注入量 １次注入２次注入 注入量

ｖ (m3) (ｍ) (%) (%) (%) (%) (%) (kl) (kl) (kl) (l) (l) (l)

粘性土①

粘性土②

粘性土③

砂質土①

砂質土②

砂質土③
1.226

砂礫土① 17 426.736 1.600 40 90 36.0 14.4 21.6 61.450 92.175 153.625 177 265 442

砂礫土②

砂礫土③
1.226

合計 426.736 1.600 61.450 92.175 153.625 177 265 442

薬液注入工数量計算書

14_【2工区当初】薬液注入工（二重管ストレーナ複相式）数量計算書.xlsx



15既設水路復旧工 数量計算書
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15_既設水路復旧工数量計算書

レベル3（種別） レベル4（細別） レベル5（規格） 単位 数量 内訳数量表　別紙

作業土工

床掘 小規模 床掘 m3 8.4

埋戻 小規模 埋戻 m3 6.2

発生土処理 現場→処分場 m3 1.8

カルバート工

ボックスカルバート 500*500*2000 基礎砕石+均しコン m 10

管渠工

暗渠排水管 VU300 m 0.8 集水桝Aへの接続

集水桝

プレキャスト集水桝 800*800*1000 基 1

取壊し工

無筋Co m3 4.3

運搬処理工

殻運搬 無筋Co m3 4.3

殻処分 無筋Co t 10.1

仮水路工

暗渠排水管 シングル管φ300 m 13

交通管理工

交通誘導警備員 交通誘導警備員B 人 8.0

数　量　区　分

L=暗渠10+桝1+上流1+下
流1
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形　　状＝ □500×500

掘削機種＝ 0.28

掘削幅

掘削幅 の内

平均 表層 既設AS

掘削深 路盤 （G） RC-40 t=100mm 断面積 （J)

下流 下流 t1 A*E （I） （H）

上流 上流 ｔ2 0.86*A H*A

mm m m m m m m m m3 m2 m2 m3

No.1 0.97 0.05

No.2 As5-10-10 □500×500 4.00 4.00 1.46 0.97 0.97 0.20 1.46 0.70 2.80 3.44 0.53 2.12

No.2 1.37 0.05 1.32*1.76-0.95*0.96 1.16^2 (1.12*0.3+0.87*0.1)*2

No.3 As5-10-10 桝800×800 1.00 1.00 1.76 1.37 1.37 0.20 1.76 1.41 1.41 1.35 0.85 0.85

No.3 0.97 0.05

No.4 As5-10-10 □500×500 6.00 6.00 1.46 0.97 0.97 0.20 1.46 0.70 4.20 5.16 0.53 3.18

11.00 11.00 8.41 9.95 6.15

側溝布設 m3

8.40 + 0.32 8.7

m3 地山

V = 6.2 6.9

m3

V = 8.7 －(6.2 /0.9) 1.8

※敷モルタル及基礎砕石は別途計上

舗装本復旧

測

点

間

延

長

埋戻土量
（発生土）

（A）

基礎砕石
掘削深 舗装厚土

工

延

長

（E）

既設水路復旧工（ボックスカルバート） 数量計算書

埋戻し
断面積

(0.72*0.3+0.47*0.1)*2
床掘土量

測

点

番

号

舗

装

種

別

側

溝

形

状

土

工

掘削+床掘

埋　　戻

残　　土

（C） （D）（B）

発生土

土砂断面積
0.92*1.46-0.8*0.8

m3BH
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掘削時

BH0.28 BH0.28 BH0.08 BH0.13 BH0.28 BH0.45

t≦15cm B<1.4 As5cm As3cm

As 3cm
既設 仮舗装 掘削土量 掘削土量 掘削土量 掘削土量

L B C C×L Ｄ D×L Ｅ E×L D×L D×L×0.02

（m） （m） （m3） （箇所） （m） （m） （m2） （m） （m2） （m2） (m3) (m3) (m3) (m3)

No.1

BOX No.2 4.00 As5-10-10 車道 1.46 1.56 1 4.00 1.46 5.84 1.46 5.84 5.84 0.12

No.2

桝 No.3 1.00 As5-10-10 車道 1.76 0.39 0.00 0.80 0.80 1.46 1.46 0.80 0.02

No.3

BOX No.4 6.00 As5-10-10 車道 1.46 2.34 1 6.00 1.46 8.76 1.46 8.76 8.76 0.18

0

BOX 0 0.00 As5-10-10 車道 0.00 2 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

(m3) 4.29

小計 11.00 (t) 10.08 10.00 15.40 16.06 15.40 0.32

コンクリート取壊し
断面積=0.15*0.65*4

=0.39

舗 装 版 等 撤 去 工 及 び 仮 舗 装 工 数 量 計 算 書　　（残土処分以外11_舗装復旧工・区画線工にて計上）

路

線

番

号

測

点

番

号

区

間

延

長

舗装種別
本

管

掘

削

幅

舗

装

切

断

箇

所

仮舗装
舗装版破砕工

本復旧時
舗装のための掘削　t=2cm

As5-10-10

舗装切断
仮

舗

装

幅

本復旧時

掘

削

時

舗

装

版

破

砕

幅
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工程表（素掘り）

◎転用回数 1回 ◎不稼働率 1.70 ◎水替路線延長

◎人孔全体数 1基 ◎1ﾌﾞﾛｯｸ延長 L=11.0m ◎転用回数（水替路線） 1回
1基

◎算出諸元
水替 MH（基） ボックスカルバート(m) 路線延長 管体延長 掘削幅 掘削工（m3） 砕石基礎 発生土埋戻工（m3） 備考
有無 集水桝□800 500*500 （m） （m） （m） BH0.13m3 BH0.28m3 BH0.45m3 （m2） BH0.13m3 BH0.28m3 BH0.45m3
有り №1～№2 4 4.00 4.00 1.46 2.80 3.44 2.12
有り №2～№3 1 1.00 1.46 1.41 1.35 0.85
有り №3～№4 6 6.00 6.00 1.46 4.20 5.16 3.18

計 1 10 11.00 10.00 8.4 10.0 6.2

細目 全体数量 1回当り数量 日当り施工量 実働日数 供用日数 出典元
全体/転用回数

R4下歩掛P.16

R4下歩掛P.16
BH0.28m3 8.4 m3 8.4 m3 32 m3 0.26 日　　　= 0.4 日

構造物取壊し 無筋Co
10.1 m3 19 m3 0.53 日　　　= 0.9 日

10.00 m 10 m 11 m 0.91 日　　　= （ 1.5 日 ）

（ 2.0 日 ）

日

集水桝□800 1 基 1.0 基 11 基 0.09 日　　　= 0.2 日
数量計上は
08_集水桝による 集水桝□600 基 0.0 基 29 基 0 日　　　= 0.0 日

組立1号MH 0 基 0 基 4 基 0 日　　　= 0 日

BH0.13m3 0 m3 0 m3 36 m3 0 日　　　= 0.0 日

BH0.28m3 6.2 m3 6.2 m3 36 m3 0.17 日　　　= 0.3 日

BH0.45m3 0 m3 0 m3 36 m3 0 日　　　= 0 日

【工程表】

(0.7日) (0.6日)

掘削 1.3 日 0日 1.3日

(0.5日) (0.4日)

構造物取壊し 0.9 日 0.7日 1.6日

(0.8日) (0.7日)

BOX布設 1.5 日 1.3日 2.8日

(0.1日) (0.1日)

桝設置 0.2 日 2.1日 2.3日

(0.2日) (0.1日)

発生土埋戻 0.3 日 2.8日 3.1日

延　  長L＝ 11.00m
全体工期 3.1日 ×1回 = 3.1日 = 4日 4日

交通整理員 3.1日/1.70 = 1.8日 = 2日 2日 8人

合計

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

R5土積算P.Ⅰ-157
基礎含む

・掘　　削

・集水桝設置

・発生土埋戻

R5土積算P.Ⅰ-167
 　(集水桝+基礎砕
R5土積算P.Ⅰ-167
 　(集水桝+基礎砕
2015下水積算-P.349
　(世話役の値1/0.25=4)

R4土積算P.Ⅰ-152
　(ﾀﾝﾊﾟ施工量)

ボックスカルバート

基礎コンクリート養生

1.25*1.25
以下

工　　種

L=11.0m

路線番号

　集水桝□800 H2000 2001kg
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資材単価一覧表

見積単価表

03_FRPφ600mm布設工

集水路工 （平均値採用）

品　　　名 規　　格 備　　考 登録単価コード 数　量 単位 採用単価（平均値）

FRPM管　雨水3種　C形　直管（JSWAS-K2規格品）

挿口マンホール短管 φ600 L=750mm 砂付 F0003 1 本 55,000

受口マンホール短管 φ600 L=750mm 砂付Rカット F0103 1 本 88,200

受口マンホール短管 φ600 L=750mm 砂付 F0203 1 本 62,500

挿口マンホール短管 φ600 L=750mm 砂付Rカット F0303 1 本 80,700

受挿直管 φ600 L=2,001～3,000mm以下 F0403 1 本 136,600

04_かんたん側溝材料

側溝工 （平均値採用）

品　　　名 規　　格 備　　考 登録単価コード 数　量 単位 採用単価（平均値）

自由勾配側溝（かんたん側溝同等品） 500×500-2000本体 参考重量：694kg/本 F0000000004 1 本 43,800

自由勾配側溝（かんたん側溝同等品） 500×500-1500短切 F0000000104 1 本 54,600

自由勾配側溝（かんたん側溝同等品） 500×500-1000短切 F0000000204 1 本 28,100

嵩上ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋（かんたん側溝用 同等品） B500-L500 普通目 T-14 参考重量：11.8kg/枚 ｺﾞﾑ付 F0000000304 1 枚 30,700

自由勾配側溝（かんたん側溝同等品） 500×400-2000本体 参考重量：490kg/本 F0000000404 1 本 39,490

07_DCIPφ500管材料

圧送管路工 （平均値採用）

品　　　名 規　　格 備　　考 登録単価コード 数　量 単位 採用単価（平均値）

NS形直管S種　内面粉体 500×6M 接合部品含む F0007 1 本 430,580

NS形直管S種　内面粉体　切管用 500×6M 接合部品含む F0207 1 本 430,580

NS形曲管 500×90° 接合部品含む F0407 1 個 427,120

NS形曲管 500×45° 接合部品含む F0607 1 個 315,860

NS形両受曲管 500×45° 接合部品含む F0807 1 個 505,380

NS形曲管 500×5 5/8° 接合部品含む F1107 1 個 318,220

NS形短管2号　7.5K 500 F1207 1 個 199,820

NS形継輪 500 接合部品含む F1307 1 個 391,640

NS形ライナ 500 F1507 1 個 44,130

NS形挿口リング　リベットタイプ 500 F1607 1 個 39,360

ポリエチレンスリーブ　無地 500×7.5M F1707 1 m 1,850

ポリエチレンスリーブ固定用ゴムバンド 500 F1807 1 個 770

フランジ接合材　SUS-BN　GF7.5K 500 F2007 1 組 72,498

フランジ接合材　SUS-BN　RF7.5K 500 F2107 1 組 70,958

表示テープ　下水道 30×20M F2407 1 巻 2,600

埋設シート　下水道　2倍折込 150×50M F2507 1 巻 28,000

08_集水桝

集水桝工 （平均値採用）

品　　　名 規　　格 備　　考 登録単価コード 数　量 単位 採用単価（平均値）

自由勾配側溝桝（NKます2型(ｾｯﾄ)） 800×800-2000 110°開閉Dｸﾞﾘｯﾌﾟ 普通目 ステップ有 ステップ6個付 F0008 1 セット 546,000

自由勾配側溝桝（NKます2型(ｾｯﾄ)） 600×600-800 110°開閉Dｸﾞﾘｯﾌﾟ 普通目 F0108 1 セット 183,200

15_既設水路復旧工

品　　　名 規　　格 備　　考 登録単価コード 数　量 単位 採用単価（平均値）

ボックスカルバート 500×500-2000 F0000000115 1 本 110,300

集水桝 800×800-1000 F0000000215 1 基 372,000
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